
みんなで守ろう無火災のまち
秋の火災予防運動にちなみ、福地保育園では
防災訓練を実施。園児は福地分遣所員と一緒に
放水体験をしながら、防火を誓いました。
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町税（13.0%）14 億 3,164 万円
地方譲与税・交付金（3.5%）
3億 8,192 万円

町債（9.9%）
10 億 9,790 万円

国・県支出金（13.2%）
14 億 5,403 万円

地方交付税（53.9%）
59億5,091万円

諸収入（2.3%）2億 4,937 万円

使用料及び手数料（1.0%）1億 746 万円

分担金及び負担金（0.9%）1億 100 万円

その他収入（2.3%）2億 5,897 万円

自主財源（町税や町の施設使用料、手数料など、
町が自ら徴収できる財源です。）

歳入

依存財源（国が自治体に交付する地方交付税
や、国・県などからの補助金などです。）

町税（14億3,164万円）の内訳
町民税
固定資産税
軽自動車税
たばこ税

５億 1,031 万円
７億 6,307 万円

5,141 万円
１億 685 万円

町民一人あたりに納めていただいた町税の額  70,051円
（町税 14 億 3,164 万円÷平成 24 年３月末人口 20,437 人）

84.3% 0.26 3.5%
(昨年度より3.1ポイント増) (昨年度より0.01ポイント減) (昨年度より0.3ポイント増)

　町税や交付税など
の経常的一般財源収
入に人件費などの経
常経費が、どの程度
占めているかを表す
比率で、財政構造の
弾力性を判断する指
標です。80% 以下が
健全とされています。

　通常必要とする支
出額に対し、標準的
に収入される町税な
どの割合で、数値が
大きいほど財政的に
余裕があることを示
す指数。

　歳入から歳出を差
し引いた差額から翌
年度に繰り越すべき
一般財源を控除した
額 ( 実算収支 ) の標
準財政規模に対する
割 合。3% か ら 5%
が妥当とされていま
す。

平
成
23
年
度
一
般
会
計
決
算

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

一般会計の歳入は 110 億 3,320 万円。前年度に比べて 4.2％の
減となりました。

　

平
成
23
年
度
決
算
が
、
9
月
議
会
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
収
支
は
、
２
億
８
千
４ 

２
１
万
円
。
24
年
度
に
繰
り
越
す
２
千
３
９
６
万
円
を
差
し
引
い
た

実
質
的
な
収
支
は
、
２
億
６
千
２
５
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
や
国
・
県
か
ら
の
交
付
金

な
ど
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

財
政
分
析
の
参
考
に
な
る
財
政
指
標

の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

経常収支比率 財政力指数 実質収支比率
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土木費（5.0%）5億 3,701 万円

普通建設事業費（11.6%）12億5,019万円
（災害復旧事業費含む）

その他（1.3%）1億3,802万円

積立金（10.8%）11億6,785万円

繰出金（12.3%）
13億2,293万円

補助費等（11.9%）
12億7,527万円 物件費（9.6%）10億2,824万円

公債費（18.2%）19億5,509万円

扶助費（8.1%）8億7,127万円

人件費（16.2%）17億4,013万円

その他（商工費など）（5.4％）5億 8,035 万円

総務費（23.5%）25 億 3,117 万円

民生費（21.8%）23 億 4,185 万円

農林水産業費（6.0%）6億 4,226 万円

消防費（6.1%）6億 5,386 万円

衛生費（7.0%）7億 5,224 万円

教育費（7.0%）7億 5,516 万円

公債費（18.2%）
19 億 5,509 万円

町民一人あたりに使われた額  525,957円
（歳出額 107 億 4,899 万円÷平成 24 年３月末人口 20,437 人）

歳出
（目的別）

歳出
（性質別）義務費的経費

42.5%

その他の経費
45.9%

投資的経費
11.6%

76 億 2,579万円
（昨年度より 2億 1,900 万円減）

　地方公共団体の標準的な状態
で、通常収入されるであろう一
般財源の規模の大きさを示す指
標で、各収支比率等の財政指標
の分母となる数値。

　返済が２年以上にわたる借入金
を地方債といいます。借入金の残
高は、町が発行する地方債（借金）
の年度末時点における未償還元金
の残高合計額です。

　基金には、財源不足を補う
ための財政調整基金や地方債
の返済を計画的に行うための
減債基金などがあります。

22年度
44億6,878万円

財政調整基金
6億9,831万円

減債基金
15億5,498万円

その他基金
22億1,549万円

財政調整基金
9億1,771万円

減債基金
21億7,995万円

その他基金
27億1,699万円

23年度
58億1,465万円

50億円

40億円

30億円

20億円

10億円
22年度　
209億237万円

一般会計
164億6,251万円

特別会計
44億3,986万円

特別会計
44億3,255万円

100億円

200億円

一般会計
158億4,847万円

23年度　
202億8,102万円

標準財政規模借入金の残高基金残高

一般会計の歳出は 107 億 4,899 万円。前年度に比べて 4.0% の減となりました。
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平成 23 年度に実施した主な事業を、総合振興
計画の基本方向に分けてお知らせします。

産業振興で活力と交流に満ちたまち
農村整備事業　　　　　　　１億 3,450万円
農業振興事業　　　　　　　　　6,978万円
商工業振興事業　　　　　　　　3,406万円
観光施設管理事業　　　　　１億1,813万円
観光振興事業　　　　　　　　　 7,383万円

環境と共生して幸せを実感できるまち
下水道事業繰出金　　　　　２億 5,164万円
塵芥処理事務組合負担金　　１億 8,882万円
環境整備事務組合負担金　　　　 8,473万円
ゴミ収集運搬事業　　　　　　　 5,183万円
公園管理事業　　　　　　　　　　 814万円

計画的・効率的な行財政運営を目指すまち
公共施設整備基金の積立　　３億 6,531万円
地籍調査事業　　　　　　　　　3,768万円
情報化推進事業　　　　　　　　 3,475万円

保健・医療・福祉が充実して安心・安全・快適に暮らせるまち
児童福祉事業
障害者福祉事業
老人福祉事業
健康診査・予防接種事業
道路橋りょう新設・維持改修事業
町営住宅建設事業
消防・防災事業
地域交通対策事業

５億 6,086万円
３億 9,685万円
２億 6,283万円
１億    200万円
３億 1,523万円
１億1,238万円
６億5,386万円

7,875万円

明日を担う人を育て一人ひとりの個性を活かすまち
小・中学校教育振興事業
奨学基金繰出金
公民館管理運営事業
語学指導外国青年招致事業
幼稚園管理運営事業
中学生海外研修事業
文化財保護事業

4,865万円
2,310万円
2,266万円
1,612万円
1,481万円
969万円
2,884万円

協働と参画により町民が主役となるまち
地域振興基金の積立
自治振興事業

１億 7,454万円
1,382万円

南部町の一般会計を 2,000 分の 1にして
家計簿に例えてみました。

　南部さんの家庭では、家族で稼いだお金（町税・使用料等）だけでは支出のすべてをまかなうことができ
ないため、親からの援助（地方交付税等）や借金（町債）で生活している状態にあります。
　収入は、今後も減っていくことが予想されるため、自家用車購入（建設事業費）や住宅等ローン返済（公
債費）を増やさず食費（人件費）などを節約しながら支出を抑えていくことが必要です。

項目 金額 決算上の区分

給与収入 715,820 円 町税

パート収入 175,976 円 使用料、負担金その
他収入

不動産収入 66,441 円 財産収入等

親からの援助 3,893,428 円 地方交付税、国・県
支出金交付金等

貯金取り崩し 54,526 円 繰入金

借金 548,950 円 町債

繰越金 61,459 円 繰越金

合計 5,516,600 円

【歳入】
項目 金額 決算上の区分

食費 870,063 円 人件費

医療費 435,635 円 扶助費

水道光熱費 514,120 円 物件費

仕送り 661,464 円 繰出金

学費、税金、保険料、
会費等 647,342 円 補助費等、投資及

び出資金

住宅等ローン返済 977,544 円 公債費

自家用車購入 625,094 円 普通建設事業費

貯金 583,924 円 積立金

その他 59,308 円 その他

合計 5,374,494 円

【歳出】

一般会計の主な事業と決算額

南部さん一家の家計簿
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会計名 歳入額 前年比（％） 歳出額 前年比（％）

学校給食センター特別会計 1億 9,651 万円 △ 1.2 1 億 9,651 万円 △ 1.2

農林漁業体験実習館事業特別会計 7,114 万円 10.5 7,104 万円 10.6

ボートピア交付金事業特別会計 820 万円 4.6 516 万円 △ 2.0

国民健康保険特別会計 28 億 6,913 万円 1.4 27 億 7,950 万円 1.8

介護保険特別会計 22 億 3,257 万円 1.5 22 億 1,937 万円 1.9

介護サービス事業特別会計 1,664 万円 0.8 1,481 万円 5.4

後期高齢者医療特別会計 1億 9,571 万円 4.8 1 億 9,445 万円 5.0

国民健康保険名川病院事業会計 10 億 794 万円 △ 5.2 9 億 4,515 万円 △ 1.5

公共下水道事業特別会計 3億 2,420 万円 △ 43.7 3 億 2,323 万円 △ 43.8

農業集落排水事業特別会計 2億 4,214 万円 11.7 2 億 4,213 万円 11.7

簡易水道事業特別会計 8,796 万円 355.1 8,796 万円 375.9

町営地方卸売市場特別会計 30 億 9,861 万円 2.7 30 億 9,723 万円 2.7

工業団地造成事業特別会計 18 万円 △ 59.4 18 万円 △ 59.3

介護老人保健施設特別会計 3億 7,385 万円 △ 56.8 3 億 7,019 万円 △ 56.6

大字上名久井財産区特別会計 4,087 万円 5.2 131 万円 67.4

大字平財産区特別会計 421 万円 △ 17.7 109 万円 19.7

大字平字下平外 14 字財産区特別会計 2,019 万円 △ 2.9 264 万円 △ 8.5

大字下名久井字田端外 17 字財産区特別会計 3,764 万円 △ 1.1 289 万円 10.2

大平財産区特別会計 145 万円 4.7 34 万円 13.9

合　　　　　　　　計 108 億 2,914 万円 △ 4.7 105 億 5,518 万円 △ 4.2

「地方公共団体の財政の健全化に関する法
律」に基づき、町の財政状況を判断する
ための指標を公表します。

　健全化判断比率とは、町の財政状況の健全度を
示す比率で、早期健全化基準の範囲内で運営する
ことが望ましいとされています。

　資金不足比率とは、普通会計などの実質赤字に相当
するもので、公営企業会計ごとに資金の不足額が事業
の規模に対してどの程度あるかを示すものです。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率とも黒字のため、
「－」表示としています。

【実質赤字比率】
　普通会計で、どれくらい赤字があるかの比率です。（歳
入より歳出が多ければ赤字となります。）

【連結実質赤字比率】
　町全体で、どれくらい赤字があるかの比率です。（歳入
より歳出が多ければ赤字となります。）

【実質公債費比率】
　借金の返済に支払っている額の比率です。
【将来負担比率】
　将来負担しなければならない借金の比率です。

平成 23 年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足率は、
健全である結果となっています。

※すべての会計とも黒字で資金不足比率が算定されない
ため、「－」表示としています。

区　　分 健全化判断比 早期健全化基準

実質赤字比率 － 13.85％

連結実質赤字比率 － 18.85％

実質公債費比率 15.7％ 25.0 ％

将来負担比率 45.0％ 350.0 ％

区　　分 資金不足率 経営健全化基準

国民健康保険名川病院
事業会計 － 20.0

公共下水道事業特別会
計 － 20.0

農業集落排水事業特別
会計 － 20.0

簡易水道事業特別会計 － 20.0

町営地方卸売市場特別
会計 － 20.0

工業団地造成事業特別
会計 － 20.0

特別会計とは、特定の事業を行うために、一般会計とは別にして、経費
を管理するための会計です。特別会計決算状況をお知らせします。

健全化判断比率等の公表
健全化判断比率 資金不足比率

特別会計決算
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任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
９
月
18
日
に
告
示
さ

れ
、
立
候
補
届
出
の
結
果
、
各
投
票
区
と
も
定
数
を
超
え
な
か
っ
た
た
め
、

無
投
票
で
20
人
の
当
選
が
確
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
町
議
会
か
ら
３
人
、

農
業
共
済
組
合
・
農
業
協
同
組
合
・
土
地
改
良
区
か
ら
１
人
ず
つ
推
薦
の

あ
っ
た
６
人
と
あ
わ
せ
、
26
人
の
農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

10
月
５
日
に
は
総
会
が
開
か
れ
、
会
長
に
前
田
稔
氏
（
福
田
）、
会
長

職
務
代
理
に
赤
石
敏
文
氏
（
赤
石
）
を
選
出
し
ま
し
た
。
農
業
委
員
の
任

期
は
平
成
24
年
10
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間

で
す
。 新

し
い
農
業
委
員
26
名
が
決
ま
る

会
長
に
前
田
稔
氏
、会
長
職
務
代
理
に

赤
石
敏
文
氏
を
選
出

26
名
の
農
業
委
員
（
議
席
順
、
敬
省
略
）

会長
議席番号 16　選挙選出

前
ま え た

田  稔
みのる

（福田 59 歳）

会長職務代理
議席番号 15　選挙選出

赤
あか い し

石  敏
と し ふ み

文（赤石 57 歳）

議席番号 2　選挙選出

藤
ふ じ た

田  博
ひ ろ や す

康（福田  63 歳）
議席番号 1　選挙選出

磯
いそ か わ

川  齊
ひとし

（森越  70 歳）

議席番号 6　選挙選出

川
か わ も り た

守田  雄
ゆ う い ち

一（剣吉  54 歳）
議席番号 5　南部地域農業　

共済組合推薦

佐
さ さ き

々木  金
き ん か

嘉（埖渡  62 歳）

議席番号 4　選挙選出

庭
に わ た

田  藤
と う じ ゅ

樹（苫米地  60 歳）
議席番号 3　選挙選出

山
やま う ち

内  一
か ず お

男（相内  63 歳）

議席番号 10　選挙選出

工
く ど う

藤  雄
ゆ う い ち

一（大向  60 歳）
議席番号 9　選挙選出

堀
ほり う ち

内  重
し げ お

男（小向  59 歳）
議席番号 8　議会推薦

四
し の へ

戸  正
ま さ こ

子（平  54 歳）
議席番号 7　選挙選出

中
なか む ら

村  文
ふ み お

男（鳥谷  61 歳）

議席番号 14　選挙選出

石
いし ば し

橋  薫
かおる

（高瀬  55 歳）

議席番号 13　選挙選出

梅
うめ な い

内  勝
か つ は る

治（斗賀  59 歳）
議席番号 12　選挙選出

工
く ど う

藤  喜
き よ じ

代治（沖田面  60 歳）
議席番号 11　選挙選出

坂
さか も と

本  俊
と し た か

孝（杉沢  62 歳）
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遊休農地を調査する農業委員

　
　

農
業
委
員
会
は
「
農
業
委
員
会

等
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て
市

町
村
に
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
る
行
政
機
関
で
あ
り
、
公
的
に

認
め
ら
れ
た
農
業
・
農
業
者
を
代

表
す
る
機
関
で
す
。

　
　

ま
た
農
地
法
な
ど
様
々
な
法
律

に
関
連
し
た
業
務
を
行
っ
た
り
、

農
業
情
勢
を
改
善
す
る
た
め
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　
　

農
業
委
員
会
の
業
務
内
容
は
、

次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

▼
農
地
の
権
利
移
動

　
　

農
地
を
耕
作
目
的
で
所
有
権
移

転
や
権
利
設
定
す
る
場
合
は
、
農

地
法
３
条
に
基
づ
く
許
可
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
許
可

申
請
を
受
け
付
け
し
、
内
容
を
審

査
、
許
可
・
不
許
可
の
決
定
を
し

ま
す
。

▼
農
地
の
転
用

　
　

転
用
と
は
、
農
地
を
農
地
以
外

の
用
地
に
す
る
こ
と
で
す
。
農
地

を
転
用
す
る
時
や
、権
利
の
設
定
・

移
転
に
つ
き
、
知
事
が
許
可
す
る

場
合
の
申
請
書
の
受
理
、
審
査
し

意
見
書
を
作
成
し
ま
す
。

▼
農
地
の
賃
貸
借
等
の
解
約
業
務

　
　

農
地
の
賃
貸
借
等
の
解
約
業
務

に
つ
い
て
、
知
事
が
許
可
す
る
場

合
の
申
請
書
の
受
理
、
進
達
及
び

意
見
書
を
作
成
し
ま
す
。

▼
農
業
生
産
法
人
の
要
件
確
認
と
指

導

　
　

農
地
や
採
草
放
牧
地
を
利
用
し

て
農
業
経
営
を
行
う
法
人
（
農
業

生
産
法
人
）
に
な
る
に
は
、
農
地

法
に
規
定
さ
れ
た
一
定
の
要
件
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
要
件
を
確
認
し

た
り
、
指
導
を
行
い
ま
す
。

▼
農
用
地
の
利
用
関
係
の
調
整

　
　

認
定
農
業
者
か
ら
の
経
営
規
模

拡
大
の
た
め
、
農
用
地
の
あ
っ
せ

ん
の
申
し
出
に
対
す
る
農
用
地
の

利
用
関
係
の
調
整
や
、
農
用
地
利

用
集
積
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

▼
遊
休
農
地
の
有
効
利
用
の
指
導

　
　

遊
休
農
地
解
消
に
向
け
た
対
策

を
図
る
た
め
、
農
地
の
利
用
状
況

を
把
握
し
、
遊
休
農
地
所
有
者
に

指
導
や
通
知
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
農
業
者
年
金
に
関
す
る
こ
と

　
　

農
業
者
に
は
、
国
民
年
金
の
上

乗
せ
分
と
し
て
、
農
業
者
年
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　
　

農
業
委
員
会
で
は
、
こ
の
農
業

者
年
金
に
関
す
る
手
続
き
を
行
っ

て
い
ま
す
。

▼
農
業
者
の
声
を
積
み
上
げ
た
意
見

の
公
表
・
諮
問
や
答
申

　
　

農
業
者
の
声
を
積
み
上
げ
、
行

政
に
対
す
る
建
議
や
意
見
を
公
表

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
の
発
展

に
結
び
つ
け
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
業
務

議席番号 20　選挙選出

砂
す な ば

庭  周
しゅうへい

平（平  65 歳）
議席番号 19　選挙選出

佐
さ さ き

々木  照
て る お

雄（埖渡  62 歳）
議席番号 18　選挙選出

高
たか も り

森  直
な お き

樹（下名久井  58 歳）
議席番号 17　選挙選出

西
にし づ か

塚  晴
は れ よ し

義（鳥舌内  60 歳）

議席番号 24　選挙選出

工
く ど う

藤  茂
しげる

（下名久井  62 歳）

議席番号 22　議会推薦

中
な か の

野  らん子
こ

（玉掛  60 歳）

議席番号 21　選挙選出

髙
たか は し

橋  仁
ひとし

（小泉  68 歳）

議席番号 25　議会推薦

松
まつ む ら

村  範
の り あ き

明（苫米地  70 歳）

議席番号 23　八戸農業協　
同組合推薦

馬
ば ば

場  隆
たかし

（小向  54 歳）

議席番号 26　福地土地改
良区推薦

庭
に わ た

田  豊
と よ し げ

茂（苫米地  70 歳）
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ご遺族のご平安とご健勝を心からお祈り申し上げます たすきをかけ事故防止を訴える参加者

南部甚句を唄った金山さん㊧と南部あいや節を披露した四戸さん

   南部町戦没者追悼式

　南部町戦没者追悼式が 10月２日、ゆとりあ
で行われ、戦没者 722 柱

かしら

の冥福を祈りました。
　出席者全員による黙とうの後、工藤町長は
「御霊が愛された故郷を、住み良い魅力あるま
ちとして未来へと繋ぐことが、私たちに課せら
れた責務であり、しっかり歩みを進めていく」
と追悼の言葉を述べました。
　その後、出席者約100人は祭壇に献花し、戦
争で亡くなった人の冥福を祈り、平和への誓い
を新たにしました。

   三町合同総決起大会

　南部、三戸、田子の三町は、秋の全国交通安
全運動初日の９月 21日、剣吉地区で合同総決
起大会を行いました。
　すぱーくながわでの総決起大会で、工藤町長
が「尊い命を事故でなくしてはならない。交通
事故ゼロを目標に取り組んでいくため、更なる
協力をお願いします」とあいさつ。その後、約
200 人の交通安全関係者は、青い森鉄道剣吉駅
までの約２キロをパレードし、のぼりを掲げな
がら地域住民に交通安全を訴えました。

　南部七唄七踊り全国大会が９月 23
日、町民ホール「楽楽ホール」で開催さ 
れ、青森県南や岩手県北から参加した
82 人が、自慢の歌声や踊りを披露しま
した。
　会場は立ち見が出るほどの大盛況。観
客の声援や大きな拍手に包まれる中、出
演者は稽古の成果を発揮しました。
　審査の結果、金山美咲さん（名川南小
３年）が七唄小学生の部で、四戸悠

ゆ き な

生奈
さん（名川中３年）が七踊り子どもの部
でそれぞれ優勝しました。
　金山さんは「夏休みも練習しました。
うれしい気持ちを師匠に伝えたい」と笑
顔。四戸さんは、小学１年生から教えても
らっている祖母に「今まで指導してくれて
ありがとう」と目を潤ませていました。

   南部七唄七踊り全国大会

町のニュースと情報をお知らせします

平和の誓いを新たに 交通安全を呼びかけ

金山美咲さん（名川南小３年）、四戸悠
ゆ き な

生奈さん（名川中３年）が優勝
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耳・目・心で聴いた 90分間 工藤町長から祝金が贈られ笑顔のふてさん

   南部町音楽会

　10 月１日の「国際音楽の日」にちなんで、
南部町音楽会が 10 月３日、町民ホール「楽楽
ホール」で開催されました。
　国内外で活躍している森知

ち え

英さん、渋谷かお
りさん、藤田純子さんがクラッシックなど９曲
を演奏。町内の小学６年生、中学１年生、一般
来場者など約300人を魅了しました。また音楽
会に尽力している川守田三次郎さんが米寿（88
歳）を迎えられ、母校である剣吉小の校歌を歌
いながら当時を思い出していました。

   板垣ふてさん（剣吉）の100 歳を祝う

　板垣ふてさんが９月６日に 100 歳の誕生日
を迎えられ、町から祝金と記念品が贈られまし
た。自宅で生活し、新聞を読みながら元気に過
ごしているふてさん。名川秋まつりには、県外
から親戚が駆けつけ、山車を見ながら100歳を
お祝いしました。
　「南部町長寿一を目指して、長生きしてく
ださい」の町長の言葉に、ふてさんは「長いよ
うで短い人生。ありがとうございます」と笑顔
で話していました。

　町の功労者や関係団体の代表者、町関
係者などが一堂に会し、新年を祝うとと
もに町発展に向けた懇談を行います。
期日　平成 25年１月５日（土）
時間　11時～ 14時
場所　町民ホール「楽楽ホール」および
　名川中学校体育館
会費　１人 2,000 円
申込み　12月 19日（水）までに、総務
　課（本庁舎）または名川・南部分庁舎
　の窓口へお申し込みください。
問合せ　総務課（本庁舎） 
　☎ 0178-84-2111

雇用期間　11月中旬～平成 25年 3月 31日（日）
申込み　受験願書と履歴書を商工観光課（名川分庁舎）に　
　11月 12日（月）までに提出してください。
書類の配布　商工観光課又はチェリウスで配布します。
申込み・問合せ　商工観光課（名川分庁舎）
　☎ 0178-76-3230

職種 人数 賃金 勤務時間

接客・バス運転・
調理補助

１名 日額 5,900 円
１日８時間（宿直
勤務あり）

接客・調理補助 １名
時給 680 円

１日５時間程度／
週平均５日間程度清掃 １名

※平日、土日祝祭日などの勤務および、１日の勤務時間は不
　規則となります。

TOWN NEWS & INFORMATION　タウンニュース&インフォメーション

プロの演奏に魅了 南部町長寿一を目指して

新年互礼会を開催します チェリウス臨時職員募集
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プレミアム商品券好評発売中

書類 手数料 新規申請 継続申請 更新申請

耕作証明書 300 円 ○ ○ ○

使用者証発行手数料（県証紙） 400 円 ○ ̶ ○

返信用切手代 390 円 ○ ○ ○

免税軽油使用者証 － ̶ ○ ○

使用機械販売証明書 － ○ ̶ ̶

印鑑 － ○ ○ ○

返信用封筒 ̶ ○ ○ ○

　障がい者が虐待されていると思われる行動に気

づいたときは、健康福祉課（名川分庁舎）地域福

祉班まで、ご連絡ください。虐待の通報や届け出

をした人の情報を漏らすことはありません。

　虐待をなくすためには、すべての人の協力が必

要です。地域ぐるみの早めの対応や支援が、家族

などが抱える問題の解決にもつながります。

≪虐待とは…≫
身体的虐待　体に傷や痛みを加えること。また正
当な理由なく身動きがとれない状態にすること。

性的虐待　無理やりわいせつなことをしたり、させ
たりすること。

心理的虐待　侮辱したり拒絶したりするような言葉
や態度で、精神的な苦痛をあたえること。

放棄・放任（ネグレクト）　食事や入浴、排せつな
どの世話や介助をほとんどせず、心身を衰弱さ

せること。

経済的虐待　本人の同意なしに、財産や年金など
を使うこと、また与えないこと。

問合せ　健康福祉課（名川分庁舎）
　☎ 0178-60-7100

　町商工会では、町民皆様の生活応援と地域活性化

を図るため「お得なプレミアム商品券」を販売して

います。この機会にぜひお買い求めください。

≪３区分の商品券を発行≫
シルバープレミアム商品券（町内の65歳以上を対象）
　・ひとり1セット6,000 円（5,000 円で購入）
子育て応援プレミアム商品券（町内の中学生以下が
いる家庭を対象）

　・一家庭1セット12,000 円（10,000 円で購入）
一般向けプレミアム商品券（町内外のどなたでも購
入できます）

　・11,000 円（10,000 円で購入）／ひとり３セット
まで

※３種類の商品券は、組み合わせて購入することも
できます。

販売所　南部町商工会本所及び南
　部支所の他、町内12か所の

　お店（子育て応援プレミアム

商品券も買えるようになりました）

で販売しています。詳しくは商工会へ

お問い合せください。

問合せ　町商工会本所　☎ 0178-75-1133

　南部町商工会本所及び南

で販売しています。詳しくは商工会へ

0178 75 1133

　農家の人が農業用に使用する軽油は、一定の手

続きを行った場合に限り免税となります。この課

税を免除された軽油が「免税軽油」です。

　町は、農業用免税軽油の申請を、次のとおり受

け付けします。

期日　11月13日（火）～16日（金）
時間　９時～12時、13時～16時

場所　中央公民館（平字広場36）
申請できる人　農作業に使用する機械を持つ農家
免税額　１リットルあたり32円10 銭の免税
問合せ　農林課（中央公民館内）☎ 0178-76-2308
　三八地域県民局県税部課税第一課
　☎ 0178-27-5111（内 208）

必要書類

町の情報をお知らせします

１人で悩まず早めの相談を

農業用免税軽油の申請受付
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医療機関 接種期間 受付時間

名川病院
☎ 0178-76-2001

11月１日～30日までの月～金曜日
（木曜日は11時まで）

▶月・火・水・金曜日
　９時30 分～11時、13時 30 分～14 時
▶木曜日　９時 30 分～ 11 時

南部病院
☎ 0179-34-3131

11月 ２日（金）、５日（月）、６日（火）、
　　 ７日（水）、９日（金）、12日（月）、 
　　 13日（火）、14日（水）

13 時～ 13 時 30 分

川守田外科胃腸科
☎ 0178-75-0898

11月１日～30日までの月～土曜日
（木・土曜日は11時まで）

▶月・火・水・金曜日　
　９時～ 11 時、15 時～ 17 時
▶木・土曜日　９時～ 11 時

かわむら内科クリ
ニック
☎ 0178-84-3111

11月１日～30日までの月～土曜日
（水・土曜日は11時まで）

▶月・火・木・金曜日　
　９時～ 11 時・14 時～ 17 時 30 分
▶水・土曜日　9時～ 11 時

はらだクリニック
☎ 0178-60-1661

11月 ５日（月）、６日（火）、７日（水）、
　　 ９日（金）、12日（月）、13日（火）、 
　　 14日（水）、16日（金）

13 時 30 分～ 14 時

　空気の乾燥する冬は、インフルエンザが活動

しやすい季節です。インフルエンザの予防とし

ては、十分な栄養をとることのほか、うがい・

手洗い、そして予防接種です。

　11月 1日より町内指定医療機関で高齢者イン

フルエンザ予防接種を実施しておりますので、

ご希望の方は、各医療機関へお問合わせのうえ、

接種して下さい。

実施期間　11月1日（木）～11月30日（金）
対象　①南部町に住所を有し、平成24年10月31
　日までに65歳以上となる方。

②南部町に住所を有し、平成24年10月31日まで

に60歳以上の方で、心臓や腎臓、呼吸器な

どに障害のある方。

※予防接種は町内の医療機関で受けることがで

きます。（対象者の方には予診票と説明書を

送付しています。）

申込み　不要
自己負担額　1,000円（生活保護を受けている方
は無料です）

問合せ　健康福祉課（名川分庁舎）
　☎ 0178-60-7101

　施設へ入所している方、又は病院へ入院中の

方は、町内指定医療機関以外で接種していただ

けます。町内指定医療機関以外で接種する場合、

料金を全額支払った後で、町へ申請書を提出す

ることにより、その費用の一部をお返しします。

（※公費負担の対象は 11 月中の接種１回分で
す。）申請に必要な書類は次のとおりです。

①申請書（健康福祉課（名川分庁舎）、本庁舎

および南部分庁舎の窓口で配付します）

②印鑑

③南部町配布の予診票（11 月中に接種した記

録のあるもの）

④インフルエンザ予防接種料と明記してある領

収書（原本）

⑤接種者本人名義の振込先銀行通帳 または 

キャッシュカード（申請時にコピーをとらせ

ていただきます。）

⑥病院へ入院していた方は、それを証明できる

領収書など（写し可）

⑦生活保護を受給されている方は、医療受給証

（夜間や休日に病院へ行くときに使用する黄

色の証書）など、生活保護を受けていること

が確認できる物

【その他】施設へ入所している方、病院へ入院し
ている方以外は「町外の病院へ通院している

ので、そこで予防接種を受けたい」などの理

由では、助成の対象にはなりませんので、町
内指定医療機関で接種してください。

11 月中に施設へ入所している方、病院へ入院中の方について

TOWN INFORMATION　タウンインフォメーション

高齢者インフルエンザ予防接種
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多
目
的
バ
ス
の
改
正

内
容

な
ん
ぶ
里
バ
ス
の
改

正
内
容

　

三
戸
駅
線
の
停
留
所
で
あ
る

「
下
平
」
と
「
名
川
中
学
校
」
の

間
に
、「
若
宮
前
」
停
留
所
を
追

加
設
置
し
ま
す
。

　

二
又
線
の
停
留
所
で
あ
る
「
牧

野
平
」
と
「
赤
石
」
の
間
に
、「
上

野
平
」
停
留
所
を
追
加
設
置
し
ま

す
。

①
時
刻
表
に
三
戸
駅
線
「
若
宮

前
」
と
、
二
又
線
「
上
野
平
」

停
留
所
の
時
刻
を
加
え
ま

す
。

②
三
戸
駅
線
と
二
又
線
の
一
部
ダ

イ
ヤ
の
時
刻
を
、
次
の
よ
う
に

改
正
し
ま
す
。

　

右
記
の
ダ
イ
ヤ
以
外
の
三
戸
駅

線
と
二
又
線
の
ダ
イ
ヤ
の
時
刻

は
、
新
し
い
停
留
所
（
若
宮
前
、

上
野
平
）
が
追
加
さ
れ
て
も
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

※詳しい時刻は各停留所で確認してください

現行時刻 改正時刻

三戸駅線
三戸駅 15 時 00 分発
～バーデハウス行

三戸駅 15 時 07 分発
（出発・到着が７分遅
くなります）

二又線
二又８時 00 分発
～三戸駅行

二又７時 25 分発
（出発・到着が 35 分早
くなります）

　

青
い
森
鉄
道
（
上
り
列
車
：
剣

吉
駅
12
時
52
分
着
）
と
の
接
続

が
さ
れ
て
い
な
い
一
部
の
便
の

時
刻
を
調
整
し
て
、
次
の
よ
う
に

改
正
し
ま
す
。

現行時刻 改正時刻

剣吉駅・剣
吉山方面

剣吉駅 12 時 42 分発
～法光寺行

剣吉駅 12 時 56 分発
（出発・到着が 14 分遅
くなります）

法光寺方面
法光寺 13 時 14 分発
～剣吉駅行

法光寺 13 時 29 分発
（出発・到着が 15 分遅
くなります）

※詳しい時刻は各停留所で確認してください

　

多
目
的
バ
ス
お
よ
び
、
な
ん
ぶ
里
バ
ス
は
、
身
近
な
移
動
手
段
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
16
日
（
金
）
か
ら
、
停
留
所
の
追
加
や
運
行
ル
ー
ト
、
時
刻
が
一
部
変
更

と
な
り
ま
す
の
で
、
お
間
違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

企
画
調
整
課
（
本
庁
舎
）
☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
１

バ
ス
の
利
便
性
向
上
に
む
け
て

「
多
目
的
バ
ス
」「
な
ん
ぶ
里
バ
ス
」の
運
行
が
、

11
月
16
日（
金
）か
ら
一
部
変
更
に
な
り
ま
す
。

〜
改
正
点
１
〜

三
戸
駅
線
に
新
し
く

「
若
宮
前
」バ
ス
停
留

所
を
設
置
し
ま
す

〜
改
正
点
２
〜

二
又
線
に
新
し
く「
上 

野
平
」バ
ス
停
留
所
を

設
置
し
ま
す

〜
改
正
点
３
〜

三
戸
駅
線
と
二
又
線

の
一
部
ダ
イ
ヤ
の
時

刻
を
改
正
し
ま
す

〜
改
正
点
１
〜

土
、日
、祝
日
の「
剣

吉
駅
・
剣
吉
山
方
面
」

と「
法
光
寺
方
面
」の

一
部
ダ
イ
ヤ
の
時
刻

を
改
正
し
ま
す



13 広報なんぶちょう　11月号

名川中学校 13：13 16：30
名川分庁舎前 13：14 16：31
広場 10：00 13：14 16：31
名川病院 10：01 13：15 ↓
下平 10：03 13：17 16：32
上平 ↓ 13：18 16：33
上構 ↓ 13：19 16：34
チェリウス ↓ 13：23 16：38
上構 ↓ 13：27 16：42
上平 ↓ 13：28 16：43
下平 ↓ 13：29 16：44
平 10：05 13：31 16：46

鳥谷集会所 10：25 13：55 17：11
鳥谷 10：26 13：56 17：12
鳥谷集会所 10：27 13：57 17：13

中山集会所 10：50 14：20 17：36
雷平 10：52 14：22 17：38
水上 10：53 14：23 17：39
水上平 10：54 14：24 17：40
水上 10：55 14：25 17：41
雷平 10：56 14：26 17：42
作和 10：57 14：27 17：43
すこやかセンター前 10：58 14：28 17：44
高屋敷 10：59 14：29 17：45
名川南小学校前 11：00 14：30 17：46
沢田 11：03 14：33 17：49
日渡 11：05 14：35 17：51

下平 11：13 14：43
上平 11：14 14：44
上構 11：15 14：45
チェリウス 11：19 14：49
上構 11：23 14：53
上平 11：24 14：54
下平 11：25 14：55
名川病院 11：27 14：57
広場 11：28 14：58

①
出
発
時
刻
を
変
更　

▼
広
場
10
時
13
分
発
〜
剣
吉
行

　

←

　

広
場
10
時
00
分
発
（
13
分
早

　

く
な
り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
改
正
時

　

刻
表
の
左
側
）

▼
名
川
中
13
時
10
分
発
〜
広
場

　

行

　

←

　

名
川
中
13
時
13
分
発
（
３
分

　

遅
く
な
り
ま
す
。
ダ
イ
ヤ
改
正

　

時
刻
表
の
真
ん
中
）

※
青
い
森
鉄
道
（
上
り
列
車
：
剣

　

吉
駅
12
時
52
分
着
）
↓
剣
吉

　

駅
12
時
56
分
発
〜
名
川
中

　

13
時
10
分
到
着
。
３
分
間
の

　

乗
継
時
間
を
設
け
る
こ
と
に

　

よ
り
、
名
川
南
地
区
方
面
へ
移

　

動
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

②
経
由
地
の
変
更　

「
雷
平
」、「
水
上
」、「
水
上
平
」

「
水
上
」、「
雷
平
」、「
作
和
」
を

経
由
す
る
ダ
イ
ヤ
を
２
便
増
や

し
ま
す
。（
ダ
イ
ヤ
改
正
時
刻
表

の
青
で
囲
ん
だ
部
分
）

③
チ
ェ
リ
ウ
ス
ま
で
の
直

　

通
便
を
運
行　

「
下
平
」
〜
「
平
」
を
運
行
し
て

い
る
便

　

←
「
下
平
」「
上
平
」「
上
構
」「
チ 

ェ
リ
ウ
ス
」「
上
構
」「
上
平
」「
下

平
」「
平
」
の
ル
ー
ト
に
変
更
し

ま
す
。（
ダ
イ
ヤ
改
正
時
刻
表
の

青
で
塗
り
つ
ぶ
し
て
い
る
部
分
）

　

経
由
地
の
変
更
に
よ
っ
て
、

名
川
南
地
区
か
ら
チ
ェ
リ
ウ
ス

ま
で
、
１
日
２
往
復
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
午
前
ダ
イ
ヤ

・「
鳥
谷
」
10
時
26
分
発
↓
「
チ 

ェ
リ
ウ
ス
」
11
時
19
分
着

・「
チ
ェ
リ
ウ
ス
」
13
時
23
分
発

↓
「
鳥
谷
」
13
時
56
分
着

▼
午
後
ダ
イ
ヤ

・「
鳥
谷
」
13
時
56
分
発
↓
「
チ
ェ

リ
ウ
ス
」
14
時
49
分
着

・「
チ
ェ
リ
ウ
ス
」
16
時
38
分
発

↓
「
鳥
谷
」
17
時
12
分
着

※
詳
し
い
時
刻
は
各
停
留
所
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

（
例
）
鳥
谷
停
留
所
か
ら
の

　
　

  

場
合

ダイヤ改正時刻表の一部
鳥谷・石和・高屋敷方面

剣吉駅 11：39

〜
改
正
点
２
〜

平
日
の「
鳥
谷
・
石

和
・
高
屋
敷
方
面
」の

一
部
ダ
イ
ヤ
の
時
刻

を
改
正
し
ま
す

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

終
点
の
到
着
時
間
が

12
分
遅
く
な
り
ま
す

終
点
の
到
着
時
間
が

33
分
遅
く
な
り
ま
す

終点の到着時間が５分
遅くなります
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徴収専門機関「青森県市町村税
滞納整理機構」を設立

従業員の個人住民税は特別徴収で

　病気・けが・失業・災害・盗難など、特別な事

情によって一時的に納期限までの納付が困難な場

合は、分割納付が認められることがあります。滞

納のままにせず、お早めにご相談してください。

　相談の際は、収入の状況がわかるもの（給与明

細書や給与振込の通帳など）や病気の診断書、病院・

薬局の領収書などを持参してください。

　ただし、住宅・車等のローンや借金返済は、特

別な事情

に該当し

ません。

納付が困難な場合は早めに相談を
　分割納付は、特別な事情により一時的に納付で

きない場合、納税者からの申請に基づいて行われ

るもの（原則１年～２年以内）で、分割納付を承

認する場合は、分割によって滞納額が減少してい

くことが前提です。

　ただし、納税資力低下など特別な事情により、

長期納付せざるを得ない場合、地方税法及び国税

徴収法に基づき、勤務先へ給与・賞与の支払い状

況、金融機関へ預貯金の取引状況、取引先への売

掛金の状況、生命保険会社へ契約内容などを照会

し、状況を把握します。

　この資料を基に、再度納付計画書を作成し、本

人に連絡する場合があります。

分割納付と納付計画

　青森県内の市町村が構成団体となり、青

森県共同ビル（青森市）に平成24年４月１

日「青森県市町村税滞納整理機構」を設立

しました。

　この機構では、市町村から移管された滞

納者の財産調査を徹底的に行い、換価でき

る財産を発見し、法律に基づき、財産（不

動産・自動車・預貯金・生命保険・給与・

各種債権・売掛金等）の差押え、公売とい 

った滞納処分を速やかに実施していきま

す。

【自力執行権って？】

　税の徴収では、私債権に対して優先権

が定められています（地方税法第14条）。ま

た、裁判によらずに滞納処分ができる権限

（自力執行権）が認められています。 

　中でも、給与の差押えは、滞納税が解消

するまで継続的な取立てが可能で、特に力

を入れています。

※機構より通知書が送付された場合は、 

　必ず連絡し、ご相談してください。

問合せ　青森県市町村税滞納整理機構
　☎ 017 ‒ 721 ‒ 5151

【特別徴収実施の促進】
　青森県では、11 月を個人住民税の特別徴収推進強化

月間と定め、特別徴収の実施促進を推進する対策に取り
組んでいます。
　給与所得に係る個人住民税の特別徴収は、地方税法に
より給与支払者である事業者に課さられた義務であり、
既に特別徴収を実施している事業者との公平性を確保
するとともに、給与所得者の方々の利便性を向上させる
ため、青森県と市町村は協力して、まだ特別徴収を実施
していない事業者の方を対象に、特別徴収制度の周知と
切替えの働きかけを行っています。
【特別徴収の事務】
　毎年５月に特別徴収義務者あてに「特別徴収税額決定

通知書」をお送りしますので、その税額を毎月の給与か
ら徴収し、翌月の 10日までに合計額を各従業員の住所
地の市町村へ納入していただきます。法令に基づく適正
な特別徴収の実施を早期にお願いします。

個人住民税の特別徴収制度の概要

従　

業　

員

市　

町　

村

事
業
所
等

③特別徴収税額通知
　（5月31日まで）

③特別徴収税額通知
　（5月31日まで）

①給与支払報告書の提出
　（1月31日まで）

②
税
額
の
計
算

⑤税額の納入
　（翌月10日まで）

④給与から天引き
　（6月支給分から翌年
　の5月支給分まで）



15 広報なんぶちょう　11月号

財産調査や差押えを行うことにより、社
会的信用を失墜させる場合もあります
が、税負担の公平性のため、やむを得ず
執行します。

取引先の会社など

生命保険会社

税務署

勤務先

銀行など
税を徴収
する側

滞納者
税務課
町

差押えにより税金に充当

調査権に基づき、預貯金、給与・
賞与、保険契約、売掛金などを調査

先

署

財産調査から財産（債権）の差押えまで

（注意）差押え財産が不動産や動産などの場合は、
公売により換価した後、滞納税に充当し
ます。

　納税は、国民の３大義務のひとつです。（憲法第

26条：教育の義務、第 27条：勤労の義務、第 30

条：納税の義務）

　納付していただいた税金は、道路・河川・各種

公共施設の整備・維持管理・社会福祉や教育、そ

の他各種行政サービスなどの重要な財源です。

　ほとんどの人は、納期限内に納めていただいて

いますが、一部の人が滞納し、毎年の累積により

町の財政を圧迫しています。

　町では行政サービスの受益と負担の公平性を確

保するため、納税意識の高揚と収納率の向上を目

指し、様々な取り組みを行っています。

納税は、国民の３大義務のひとつ

　「住宅ローンなどの借金があるから納税できな

い」というのは、滞納の理由になりません。

　地方税法第 14 条で、「税金は借金を含むすべて

の債務より優先する」と定められています。

　みなさんが様々な事情を抱えている中で、ほと

んどの人は納期限内に納めていただいています。

税金は最優先
～町税の納め忘れはありませんか～

　新たな滞納を増やさないために、納期限内に納

付されない場合、督促状や催告書などの送付のほ

か、電話や自宅訪問を行い、自主納付をお願いし

ています。

　その後、やむを得ない理由で一時的に納付が

困難な場合と、悪質な滞納を見極め、法律の規程

に基づき滞納処分を実施します。

【延滞金】
　納期限を過ぎると延滞金の計算が始まります。

税額に納期限の翌日から納付日までの日数に応じ、

年 14.6％（納期限後１か月は 4.3％、※平成 24年

の場合）を乗じて計算した延滞金を納入しなけれ

ばなりません。

　また、納期限から 20 日以内に督促状を発送し、

税金を滞納するとどうなるのか

督促状を発した日から 10日を経過した日までに完

納しないときは、滞納者の財産を差押えなければ

ならないとされています。（地方税法第 331 条）

【財産の調査・差押え】
　地方税法及び国税徴収法に基づき、勤務先へ給

与・賞与の支払い状況、金融機関へ預貯金の取引

状況、取引先へ売掛金の状況、生命保険会社へ契

約内容、法務局へ不動産の有無などを調査・照会し、

債権の差押えを執行します。また、徴税吏員が直

接居宅や事務所を捜索し発見した動産など、公売に

より換価が見込まれる財産の差押えを執行します。

　差押えは、納税通知書や督促状により通告して

いるため、滞納者に対し事前の電話などで連絡す

ることなく執行することになりますので、｢金額が

少ないから、まだ大丈夫 ｣などと勝手に判断せず、

早急の納付をお願いします。

11月11日～17日は「税を考える週間」

町税の納期内納付に
ご協力いただきありがとうございます

問合せ　税務課（南部分庁舎）☎ 0179 ‒ 34 ‒ 2586
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メモをとりながら講義に集中

トマトの苗は頭頂部の葉以外は切り落とします㊧／木村さんの声に耳を傾ける受講生

チェーン除草機の実演㊧／草とりをしながらトウモロコシの生育を確認

　

農
業
の
活
性
化
に
関
す
る
業
務

推
進
協
定
を
締
結
し
て
い
る
町
と

み
ち
の
く
銀
行
で
は
、
農
薬
や
肥

料
を
使
わ
な
い
で
栽
培
し
た
「
奇

跡
の
リ
ン
ゴ
」
で
知
ら
れ
る
弘
前

市
の
農
家
、
木
村
秋
則
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、「
木
村
秋
則
自
然
栽

培
ふ
れ
あ
い
塾
」
を
４
月
か
ら
10

月
ま
で
行
い
ま
し
た
。

　

研
修
は
５
回
実
施
さ
れ
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
約
70
名
の
受
講
生

が
、
木
村
さ
ん
の
指
導
を
直
接
受

け
ま
し
た
。

　
「
実
り
多
き
秋
に
な
る
こ
と
を

願
い
、共
に
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
」

と
４
月
の
開
講
式
で
呼
び
か
け
た

木
村
さ
ん
。

　

環
境
に
優
し
く
、
安
全
安
心
な

農
産
物
作
り
を
目
指
し
て
、
澤
口

和
洋
さ
ん
の
畑
と
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ト
マ
ト

な
ど
を
栽
培
し
ま
し
た
。

　

苗
の
植
え
方
や
土
の
大
切
さ
な

ど
、
木
村
さ
ん
の
丁
寧
な
解
説
に

受
講
生
は
、
写
真
を
撮
っ
た
り
質

問
す
る
な
ど
し
て
、
自
然
栽
培
法

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。

　

開
講
式
翌
日
の
講
義
は
、
土
づ

く
り
に
つ
い
て
。
一
般
の
畑
に
は

20
〜
30
セ
ン
チ
の
場
所
に
、
冷
た

い
硬
盤
層
が
あ
り
ま
す
。
植
物
は

硬
い
層
を
避
け
て
横
に
伸
び
、
結

果
と
し
て
良
い
作
物
が
育
ち
ま
せ

ん
。
解
決
法
の
一
つ
に
麦
を
ま
く

こ
と
を
勧
め
ま
し
た
。

　

畑
に
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ビ

ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
は
ト
マ
ト
を
植

え
ま
し
た
。作
業
の
始
ま
り
で
す
。

　

作
付
け
し
た
農
産
物
の
管
理
を

行
い
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
で
は
、
農

機
に
よ
る
チ
ェ
ー
ン
除
草
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
チ
ェ
ー
ン
が
水
を
か

き
、
雑
草
を
水
面
に
浮
か
せ
流
す

こ
と
で
、
雑
草
の
繁
茂
を
抑
え
ま

す
。
さ
ら
に
稲
の
株
に
刺
激
を
与

え
、
よ
り
強
く
さ
せ
ま
す
。

　

農
業
法
人
を
経
営
し
て
い

る
私
に
と
っ
て
、
苗
の
工
夫

し
た
植
え
方
や
木
村
さ
ん
の

ア
ド
バ
イ
ス
が
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
汗
を
か
き
な
が
ら

の
体
験
は
、
と
て
も
楽
し
く

充
実
し
た
時
間
で
し
た
。

　

木
村
さ
ん
の
塾
は
以
前
か

ら
知
っ
て
い
て
、
青
森
県
内

で
開
講
す
る
事
を
聞
き
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。
南
部
町

で
学
ん
だ
栽
培
方
法
を
自
分

で
も
実
践
し
、
今
ま
で
と
何

が
違
う
か
見
極
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

新
し
い
農
業
の
か
た
ち
を
求
め
全
国
か
ら
集
結

木
村
秋
則
自
然
栽
培
ふ
れ
あ
い
塾

４
月
24
日　

開
講
式

４
月
25
日　

講
義

５
月
14
、15
日  

実
地
研
修

６
月
18
、19
日  

実
地
研
修

塾
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

吉本  健吾 さん
（広島県呉市）

三上  利栄子  さん
（青森市）
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木
村
秋
則
さ
ん
か
ら
受

講
生
の
み
な
さ
ん
へ

広
が
る
交
流
の
輪

６月 18 日、田中雅敏さん宅には５人の受講生が民泊

真っ赤なトマトがもうすぐお目見え㊧／畑を提供している澤口和洋さんが散布

新たな仲間の出会いに感謝㊧／最後の作業も協力して汗を流しました

　

農
作
物
が
大
き
く
育
っ
て
き
ま

し
た
。
ト
マ
ト
は
支
柱
に
固
定
さ

せ
て
最
終
作
業
。
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

畑
に
は
害
虫
対
策
と
し
て
、
忌
避

作
用
の
あ
る
酢
酸
液
を
散
布
し
ま

し
た
。

　

最
後
の
実
地
研
修
で
は
、
チ
ェ 

ー
ン
除
草
の
田
ん
ぼ
で
育
っ
た
稲

の
様
子
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
ほ
か
、

ト
マ
ト
栽
培
の
後
片
づ
け
を
し
ま

し
た
。

　

閉
講
式
で
は
、
木
村
さ
ん
か
ら

受
講
生
一
人
ひ
と
り
に
受
講
証
明

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
昼
食
に

は
、
丹
精
込
め
て
育
て
た
食
材
を

使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
が
ず
ら
り
。

半
年
を
振
り
返
え
り
な
が
ら
味
わ

い
ま
し
た
。

　

日
本
の
農
業
は
自
然
栽
培

の
出
現
に
よ
り
、
革
命
が
起

き
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
成
果
が
出
な
い
も

の
で
す
。
な
ぜ
失
敗
し
た
か
、

時
間
を
か
け
て
解
明
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

み
な
さ
ん
は
塾
の
受
講
生

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち

な
が
ら
、
率
先
し
て
自
然
栽
培

を
普
及
し
て
い
く
原
動
力
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
し
て
大
勢
の
仲
間
が
手

を
取
り
合
い
、
最
高
の
農
産
物

を
作
る
こ
と
で
、
世
界
に
誇
れ

る
日
本
の
食
が
生
ま
れ
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

達
者
村
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
連
絡

協
議
会
で
は
研
修
期
間
中
、
農

家
民
泊
を
希
望
し
た
受
講
生
の

受
け
入
れ
を
し
ま
し
た
。

　

受
講
生
は
南
部
町
産
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
を
堪
能
し
た
り
、

農
業
へ
の
思
い
を
語
る
な
ど
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

苗
が
う
ま
く
成
長
す
る
方

法
や
農
業
の
魅
力
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
木
村

さ
ん
の
言
葉
を
メ
モ
し
た
資

料
と
貴
重
な
経
験
を
生
か

し
、
地
元
で
は
休
耕
地
を
利

用
し
て
、
農
業
を
頑
張
り
た

い
で
す
。

　

ト
マ
ト
を
栽
培
し
て
い
ま

す
が
、
あ
ま
り
上
手
に
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
受

講
で
い
ろ
い
ろ
学
び
、
理
解

で
き
ま
し
た
。
自
然
栽
培
に

興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
様
々
な
野
菜
作
り
に
挑

戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

10
月
２
日　

実
地
研
修

10
月
３
日　

閉
講
式

７
月
10
、11
日　

実
地
研
修

長
なが ほ ら

洞  武士  さん
（岩手県宮古市）

肥後  総
ふ さ よ

陽   さん
（弘前市）
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まちの話題

農家の人が大事に育てた農産物に最終仕上げ

調印後握手を交わす（左から）工藤町長、木村昭人三戸警
察署長、竹原義人三戸町長、山本晴美田子町長

収穫後には新米のおにぎりをいただき、実りの秋を満喫

ドライバーも運転の仕方を再確認しました

事故のないまちを願う
交通事故〝なし〞運動を実施

町民、行政、警察で連携を推進
暴力団排除措置要綱に係わる合意調印式

アドバイスを受け貴重な体験
秋季農作業体験支援活動

昔からの稲刈り方法で収穫
長坂下環境保全隊による「秋の収穫祭」

　三戸地区交通安全協会福地支部（高橋隆博支部 
長）と三戸地区交通安全指導隊福地支隊（佐々木
充
じゅうちょう

澄支隊長）、町交通安全母の会連合会（工藤幸 
子会長）は９月25日、ゆとりあ前の道路で梨200
個を配り「交通事故〝なし〞」を呼びかけました。
　会員らは「高齢者への思いやり運動に努めよ
う」と書かれたシールを梨に貼り付けたあと、沿
道へ。通行するドライバーに「安全運転をお願い
します」と声を掛けながら、梨とチラシを手渡し
ました。

　南部町、三戸町、田子町、三戸警察署は９月20
日、暴力団排除措置要綱に係わる合意書調印式を
行いました。
　調印式には三町の町長、三戸警察署長が出席。
暴力団による公共事業への関与を排除するため
の情報共有、迅速な対応などに取り組んでいき
ます。調印後、木村昭人三戸警察署長は「安心し
た社会を実現するため、町民、行政、警察が三位
一体となって推進していくことが重要。引き続き
協力をお願いする」と呼びかけました。

　名久井農業高校１年生70人が 10月 10日、秋
季農作業体験支援活動を行い、農作業に汗を流し
ました。
　18 戸の受け入れ農家に分かれた生徒は、反射
材シートの設置や、ぶどう、いちごなどの収穫を
体験。農家の人からアドバスを受け、交流を深め
ながら貴重な体験をしました。
　りんごの葉とりを手伝った生徒は「真っ赤に色
づいてほしいと思いながら作業した。楽しくで
き、有意義な日でした」と話していました。

　９月 27日、剣吉地区の長坂下環境保全隊（出
町勝代表）主催による秋の収穫祭が行われ、剣吉
小学校５年生 37人が秋晴れの中、のこ鎌を使っ
た昔からの稲刈り方法で収穫しました。
　５月に植えた「まっしぐら」は天候に恵まれ、
最高の出来栄え。児童は、ぬかんだ田んぼに足を
とらわれ、歓声を上げながら、ひと株ずつ丁寧に
刈り取りました。佐藤優実さんは「泥だらけになっ
ての収穫は楽しかった。農家の苦労が分かった」
と笑顔を見せていました。
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ジャックの近くにボウルが止まると大きな歓声踏切には列車を停止させる非常用ボタンもあります

リ
ト
ル
Ｊ
Ｕ
Ｍ
Ｐ
チ
ー
ム
に
委
嘱
さ
れ
た
４
小
学
校
の
児
童
た
ち

ニュースポーツで楽しむ
スポーツフェスタ in なんぶ

冷静な行動で事故から免れる
青い森鉄道線踏切事故防止訓練会

非行防止に努める
リトルＪＵＭＰチーム委嘱状交付式

　平成 11年に「少年・非行・防止」の英語の頭文字をとった
ＪＵＭＰチームが中・高校生を対象に結成され、地域と連携し
て活動しています。最近の少年非行は低年齢化の傾向にあり、
小学生にもＪＵＭＰチームを結成する動きが広まっています。
　９月 24日、町内初となるリトルＪＵＭＰチームが福地小学
校に結成。三戸警察署（木村昭人署長）は同小学校４～６年生
の生活・体育委員８人に、リトルＪＵＭＰチームの委嘱状を交
付しました。
　その後、南部小学校６年生 19人、杉沢小学校４～６年生 20
人、福田小学校４～６年生の生活委員 11人にも同委嘱状を交
付。また三戸警察署協議会の戸澤敏克会長から記念品が贈られ
ました。児童は朝のあいさつ運動や非行防止ポスターなどを作
成して、啓発活動に努めます。

　南部町名川地区総合型地域スポーツクラブ設
立準備委員会（戸澤敏克会長）は９月 30日、気
軽に体を動かすニュースポーツの体験会「スポー
ツフェスタ in なんぶ」を開催しました。
　参加者は、フリスビーで的を当てる競技や輪投
げなど５種目を体験。ローンボウルズは、重心が 
一方に偏った球（ボウル）を、目標球（ジャック） 
のどれだけそばに近づけられるかを競う球技。カー
ブして転がるボウルの動きに手こずりながらも、
楽しんで挑戦していました。

　青い森鉄道が主催する、踏切事故防止訓練会が
９月 26日、苫米地山道踏切で行われ、苫米地シ
ルバークラブ員や鉄道関係者ら約 80人が、万一
の事態に備えました。
　同社員が踏切でトラブルがあった時の対処法
を紹介。遮断機が下がり、自動車が踏切内に閉じ
込められた場合は、ゆっくり前進することで遮断
機を押し、脱出できることを説明しました。
　参加者は実際に体験して、冷静な行動で事故か
ら免れることを確認しました。

TOWN TOPICS
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次号についての打ち合わせを行っている様子

全長11キロのコースを走破した試走会

ツアーでは各種スポットでの由来　
説明に耳を傾けました

　電動アシスト自転車を使った達者村交流推進を検討するため、９月
23日に試走会とワークショップが、30日には参加者を募ってのモデ
ルツアーが開催されました。

　23日の試走会には、各種団体などから 10人が参加。名川分庁舎に集
合した皆さんは、チェリウスを経由する約 11 キロのコースに電動アシ
スト自転車で走り出しました。移動途中で、最盛期を迎えた桃狩りや
出逢い坂等の観光スポットを巡った一行は、名川分庁舎到着に続きワーク
ショップに参加。電動自転車が軽々坂道を登ることへの驚きの感想や、自
転車活用による交流活動充実に向けたアイディアを熱心に交わしました。
　30 日には、「ＮＰＯ青森なんぶの達者村」が電動自転車を使った「達
者村チャリリンツアー」を開催。青い森鉄道線を絡めたツアーには、町
内外から７人が参加しました。
　諏訪ノ平駅から電動アシスト自転車で出発した皆さんは、剣吉駅に向
かう約 16 キロのコースの途中、梨狩りやぶどう狩り、チェリウスでの
パフェ作りなど秋の体験メニューを満喫。参加者からは「新鮮な体験の
連続だった」などの感想が寄せられました。

「
達
者
な
村
ネ
ッ
ト
」
と
は
？

　

達
者
村
の
魅
力
や
旬
の
話
題
を

高
校
生
目
線
で
取
材
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
世
界
へ
向
け
て

Ｐ
Ｒ
す
る
番
組
で
す
。

期
限
に
追
わ
れ
る
多
忙
な
日
々

　

番
組
は
、
毎
月
発
行
し
て
い
る
の

で
、
い
つ
も
時
間
に
追
わ
れ
て
い
ま

す
。
動
画
を
撮
影
し
、
情
報
処
理
室

に
カ
メ
ラ
を
つ
な
げ
て
編
集
を
行

い
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
付
け
て
キ
ャ

ス
タ
ー
の
撮
影
ま
で
、
先
生
や
先
輩

方
に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
全
て

自
分
達
で
制
作
し
て
い
ま
す
。
期
限

が
迫
っ
て
い
る
時
は
、
放
課
後
や
休

日
も
集
ま
っ
て
、
編
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

番
組
を
制
作
し
て
良
か
っ
た
こ
と

　

期
限
に
追
わ
れ
て
の
作
業
で
す

が
、
い
つ
も
皆
で
わ
い
わ
い
楽
し
く

作
業
が
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
取
材
を
し
て
い
て
南

部
町
に
は
、
色
々
な
分
野
で
活
発
に

活
動
し
て
い
る
人
が
多
い
と
感
じ

ま
す
。
取
材
を
通
し
て
町
民
の
活
躍

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
を
世
界

に
発
信
す
る
こ
と
に
、
と
て
も
や

り
が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
取
材
を
し
て
い
る
と
町
内

の
人
達
が
よ
く
声
を
掛
け
て
く
れ

ま
す
。
町
内
の
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば

あ
さ
ん
に
、
自
分
達
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
の
名
前
を
言
う
と
、
ど
こ
の
誰
か

が
分
か
る
み
た
い
で
、
都
会
に
は
な

い
、
田
舎
な
ら
で
は
の
温
か
さ
が
、

南
部
町
に
は
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

視
聴
者
を
笑
顔
に
す
る
番
組
を

目
指
し
て

　

キ
ャ
ス
タ
ー
が
硬
い
と
、
見
て
い

る
人
達
に
も
達
者
村
の
良
さ
が
伝

わ
ら
な
い
と
思
う
の
で
、
楽
し
く
、

笑
顔
で
、視
聴
者
に
分
か
り
や
す
く
、

情
報
を
伝
え
る
よ
う
心
掛
け
て
い

ま
す
。

　

最
新
の
10
月
号
で
は
、
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
南
部
弁
を
交
ぜ
な
が
ら
達

者
村
の
個
性
を
出
し
て
、
見
て
い
る

人
達
が
笑
顔
に
な
る
よ
う
な
、
番
組

づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

番
組
ス
タ
ッ
フ
が
選
ぶ
達
者
村

の
お
す
す
め
は
？

　
「
北
の
フ
ル
ー
ツ
パ
ー
ラ
ー
」
で

す
。
先
日
、
初
め
て
ぶ
ど
う
と
梨
の

パ
フ
ェ
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。
自
分
達
で
も
ぎ
取
っ
た
果
物

を
使
っ
て
、
パ
フ
ェ
作
り
を
体
験
で

き
て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

パ
フ
ェ
も
美
味
し
く
出
来
上
が
り
ま

し
た
。

　

番
組
視
聴
者
の
方
々
に
は
、
達
者

村
に
来
て
色
々
な
こ
と
を
体
験
し
て

も
ら
い
た
い
で
す
。
そ
う
す
れ
ば

南
部
町
の
良
さ
を
も
っ
と
わ
か
っ

て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

秋の達者村を五感で満喫 電動アシスト自転車試走会・ワークショップ／モデルツアー

さまざまな出来事をお伝えします

描の42

　今回は、達者村をＰＲするためにインターネット番組「達者
な村ネット」を制作し、町の話題や情報を全世界に向けて発信
している名久井農業高校の番組スタッフのみなさんに、制作に
関するお話や、達者村のおすすめについてお話を伺いました。
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ホームでの開幕戦は八戸市を予定しています

　日本プロバスケットボールリーグ
（ｂｊリーグ）に、来年のシーズンか
ら新規参入する「青森ワッツ」チーム
の関係者、青森県議会スポーツ議員連
盟のメンバーである夏堀浩一県会議員
が 10 月 11 日、本庁舎を訪れ「地元
のみなさんに熱い試合を展開できるよ
う取り組んでいく」と意気込みを語り
ました。
　来年のシーズンは 23 チームで開催
予定。年間 56 試合を行い、青森県内
でも一流のプレーが間近に観戦でき
ます。またバスケットボール教室など
を開催し、地域の人と交流を深めた
り、チームを通じて青森県の観光や食
を全国にＰＲしていきます。

　

町
内
に
あ
る
中
世
城
館
跡
と
し

て
異
彩
を
放
つ
存
在
が
、
今
回
紹

介
す
る
「
法
師
岡
館
跡
」
で
す
。

法
師
岡
館
跡
は
、
福
地
地
区
大
字

法
師
岡
字
田
向
井
地
区
に
所
在
し

ま
す
。

　

法
師
岡
と
い
う
地
名
は
、
ど
の

様
な
言
わ
れ
が
あ
る
の
か
？
残
念

な
が
ら
詳
細
は
不
明
で
す
。（
情
報

の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
）

　

法
師
と
は
、
僧
侶
の
呼
び
名
で
、

仏
教
の
経き

ょ
う
て
ん典

に
詳
し
く
、
人
の
師

と
な
る
ほ
ど
の
学
識
・
経
験
を
備

え
た
僧
侶
に
対
す
る
敬
称
で
す
。

　

中
世
以
前
で
は
、
自
ら
の
僧そ

う
ぼ
う房

（
寺
院
内
に
お
い
て
僧
侶
が
生
活

を
送
る
居
住
空
間
や
、
そ
の
建
物

自
体
）
を
持
た
な
い
僧
侶
の
呼
び

名
と
も
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
城

館
の
周
辺
に
仏
教
施
設
が
見
当
た

ら
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
理
由

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
17
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
福

地
村
史
上
巻
に
よ
る
と
、「
法
師
岡

館
跡
は
馬
淵
川
の
右
岸
に
立
地
し

て
い
る
。
北
は
馬
淵
川
に
面
し
、

東
と
西
に
あ
る
沢
に
挟
ま
れ
た
独

立
丘
陵
に
構
築
さ
れ
た
、
単
郭
の

館
で
あ
る
。
川
か
ら
の
比
高
差
は 

約
35
メ
ー
ト
ル
で
、
館
跡
の
西
側

に
は
現
在
の
法
師
岡
集
落
が
あ

る
。
曲く

る
わ輪

の
西
か
ら
南
に
か
け
て

三
重
の
空
堀
が
巡
り
、
東
、
西
、

南
側
に
は
、
虎
口
（
館
の
出
入
り

口
）
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。」

と
佐
々
木
浩
一
氏
に
よ
っ
て
紹
介

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
本
城
館
跡
を
踏と

う
さ査

し

て
一
番
驚
か
さ
れ
、
感
銘
を
受
け

る
の
が
、
馬
淵
川
等
の
自
然
地
形

を
、
非
常
に
う
ま
く
利
用
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

　

曲く
る
わ輪

を
防
御
す
る
た
め
に
穿う

が

た

れ
、
現
在
に
遺
さ
れ
て
い
る
三
重

の
堀
跡
の
存
在
は
圧
巻
で
す
。
三

重
の
堀
を
持
つ
城
館
跡
は
、
極
め

て
特
異
な
存
在
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
曲く

る
わ輪

の
中
は
、
今
で
も

段
差
な
ど
に
よ
る
地
割
が
確
認
で

き
、
整
然
と
区
画
さ
れ
た
可
能
性

を
伺
う
事
が
で
き
ま
す
。

　

法
師
岡
館
跡
の
創
建
期
等
の
詳

細
は
、
残
念
な
が
ら
解
か
り
ま
せ

ん
。「
南
部
諸
城
の
研
究
」（
沼
舘

愛
三
著
）
に
よ
る
と
、
櫛
引
氏
の

一
族
小
笠
原
氏
の
居
城
で
天
正
の

頃
小
笠
原
兵ひ

ょ
う
ぶ部

が
居
た
。（
一
説
、

櫛
引
河
内
清
長
の
弟
左
馬
助
清
政

が
居
た
と
も
伝
え
る
）
と
あ
り
ま

す
。

　

本
城
館
跡
は
豊
臣
秀
吉
に
よ
る

天
下
統
一
の
最
終
仕
上
げ
「
奥
州

仕
置
」
を
期
に
、
南
部
氏
宗
家
の

覇
権
を
争
う
「
九
戸
の
乱
」
に
巻

き
込
ま
れ
ま
す
。
九
戸
に
与
し
た 

城
主
小
笠
原
兵ひ

ょ
う
ぶ部

は
、
櫛
引
清
長

と
九
戸
城
へ
入
り
ま
す
。
南
部
二 

六
代
信
直
は
、
八
戸
弥や

ろ
く
ろ
う

六
朗
と
中 

野
氏
を
攻
撃
軍
と
し
、
本
城
館
に

激
し
い
攻
撃
を
行
い
ま
す
。
し
か

し
、
三
重
堀
に
悩
ま
さ
れ
落ら

く
じ
ょ
う城

の

見
込
み
は
な
い
と
判
断
し
ま
す
。

攻
撃
軍
は
、
城
主
が
九
戸
城
で
戦

死
し
た
と
い
う
偽
情
報
を
流
し
、

戦
意
を
喪
失
し
た
法
師
岡
館
は
陥

落
し
ま
し
た
。
法
師
岡
館
跡
は
歴

史
的
に
も
、
極
め
て
貴
重
な
南
部

町
文
化
遺
産
と
し
て
、
後
世
に
伝

え
る
べ
き
南
部
町
の
宝
で
す
。

　工藤町長は「プロのプレーが身近になり、子どもたちの
レベルアップにもつながる。多いに盛り上げていただき、
私達も協力していきたい」と、プロチームの誕生に祝福の
言葉を贈りました。

歴
史
探
訪

　
﹁
南
部
遺
産
﹂
其の六

一流のプレーと地域との交流で青森県を盛り上げる

決
戦
！
三
重
堀
の
攻
防
戦 

　「
法
師
岡
館
跡
」

プロバスケットチーム「青森ワッツ」が、来年のシーズンから新規参入
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可燃 名川ＡＢ・南部ＡＢ・福地
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4
個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

個・名病

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

可燃 名川ＡＢ・南部ＡＢ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら

個・川外

個・名病

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら

個・川外

個・名病

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら

個・川外

個・名病

名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら

個・川外

個・はらだ

三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

福地

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら

個・川外

個・はらだ

缶・ ビン・ペット 福地

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら

個・川外

個・はらだ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら

個・川外

個・はらだ

可燃 名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら

個・川外

可燃 名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら

個・川外

可燃 名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

可燃 名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

可燃 名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

可燃 福地 不燃 名川Ｂ・南部Ｂ

ビン 名川Ａ・南部Ａ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

個・名病

個・南病 日本脳炎・ポリオ

可燃 福地 不燃 名川Ａ・南部Ａ

ビン 名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

個・名病

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

個・名病

名川Ａ … 名川Ａ地区（上中町、荒町、桜町、桜本町、新開地、剣吉山、虎渡、上斗賀、下斗賀、森越、卯月沢）
名川Ｂ … 名川Ｂ地区（上名久井、高瀬、上川原、平、広場、下名久井、五日市、鳥舌内、鳥谷、法光寺、水沢、助川、横沢、沢田、野場）
南部Ａ … 南部Ａ地区（５区、６区、７区、８区、９区、10 区、11 区、小波田第１、小波田第２）
南部Ｂ … 南部Ｂ地区（二又、古町、馬場、小向、正寿寺、門前、沖田面、赤石、玉掛、諏訪ノ平、相内）
福地Ａ … 福地Ａ地区（苫米地、片岸、高橋、小泉、麦沢、福田）
福地Ｂ … 福地Ｂ地区（あかね、東あかね、板橋、中央、椛木、法師岡、埖渡、杉沢、あけぼの）
福地 …… 福地全地区

可燃 不燃 粗大 ペット 新 雑 段 …段ボール…雑誌…新聞紙…ペットボトル…粗大ごみ…不燃物…可燃物

個・かわむら …個別接種（かわむら内科クリニック）受付9時～11時、14時～17時30分（月・火・木・金曜日）、9時～11時（水・土曜日）

個・川外 …個別接種（川守田外科胃腸科）受付9時～11時、15時～17時（月・火・水・金曜日）、9時～11時（木・土曜日）※予約制（希望日の10日程前まで）

個・南病

個・はらだ
…個別接種（南部病院）受付13時～13時30分

…個別接種（はらだクリニック）受付15時～18時

月 火 水 木

金 土 日Friday Saturday Sunday

ThursdayWednesdayTuesdayMonday

【病院健診】
名川病院で平日に受診できます。

【集団健診】
受付時間など、詳しくは各世帯へ配布
した申込書をご覧になるか健康福祉課
（☎ 0178-60-7100）へお問い合わ
せください。

個・名病 …個別接種（名川病院）受付13時～13時30分

可燃 名川Ａ・南部Ａ・福地

個・かわむら

個・川外

個・名病

三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

個・南病 ＢＣＧ・ポリオ

ペットボトル 名川Ｂ・南部Ｂ

新・雑・チラシ 名川Ａ・南部Ａ

３健 …３歳児健康診査（H21.3～H21.4生）受付12時～12時15分

新・雑・チラシ

段ボール
名川Ａ・南部Ａ

広報 12 月号発行予定日
名川Ｂ・南部Ｂ

1・6 ぼたんの里

１・６ …１歳６か月児健康診査（H23.4～H23.5生）受付12時～12時15分

２歯 ゆとりあ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

ＢＣＧ

個・南病 ＭＲ混合・ポリオ

可燃 福地 不燃 名川Ａ・南部Ａ

ビン 名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

個・名病

個・南病 三種混合・ポリオ

不燃 福地

個・名病 ＢＣＧ

個・はらだ ポリオ

個・はらだ ポリオ

個・はらだ ポリオ

個・はらだ ポリオ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

勤労感謝の日

個・川外 ポリオ個・かわむら

個・川外 ポリオ個・かわむら

個・川外 ポリオ個・かわむら

個・川外 ポリオ個・かわむら

個・川外 ポリオ個・かわむら

三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

※ポリオの予防接種は事前の予約が必要となりますので、各医療機関へ行かれる前に、ご連絡をお忘れのないようご注意ください。

文化の日

可燃 福地 不燃 名川Ａ・南部Ａ

ビン 名川Ｂ・南部Ｂ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

個・名病

個・南病 三種混合・ポリオ

不燃

個・名病 ＢＣＧ

個・川外 ＢＣＧ

三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎

三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎

３健 ゆとりあ

鍋の日
可燃 福地

三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

 雑・チラシ・古布・その他の紙 
 缶・ ビン・ペット 福地

個・かわむら

個・川外

個・はらだ

段・ 新 福地

三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎

個・はらだ

４相 ゆとりあ

可燃 福地 不燃 名川Ｂ・南部Ｂ

ビン 名川Ａ・南部Ａ 乳相 ぼたんの里

個・はらだ ポリオ

ＢＣＧ

個・かわむら

個・川外
三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎・ポリオ

可燃 名川Ｂ・南部Ｂ

三種混合・ＭＲ混合
日本脳炎

４相 …４歳児健康相談（H20.3～H20.4生）受付13時～13時30分

乳相 …乳児健康相談（H24.6～H24.8生）受付9時30分～9時50分、（H23.11～H24.1生）受付10時～10時20分

２歯 …２歳児歯科健康診査（H22.3～H22.5生）受付12時40分～13時

個・かわむら
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公共工事契約状況（９月20日入札） 問合せ　財政課（本庁舎）  ☎0178-84-2111

工　事　名 工事場所 請負業者 契約額（円） 工　　期

南部下水管渠第42号工事 大向地区 ㈱堀内工務店アーキテ
クツ 32,601,807 円 自：24 年 ９月 25 日

至：25 年 ２月 20 日

上町・上平線道路改良工事 剣吉地区 若本建設工業㈲ 7,596,750 円 自：24 年 ９月 25 日
至：24 年12 月 14 日

千刈3号線道路改良舗装工事 沖田面地区 中建工業　中居明子 7,381,500 円 自：24 年 ９月 25 日
至：24 年12 月 14 日

ひろば台団地建築第4号工事 平地区 森田建設　森田末太郎 31,547,250 円 自：24 年 ９月 25 日
至：25 年 １月 31 日

ひろば台団地建築第3号工事 平地区 ㈲西塚建設工業 24,402,000 円 自：24 年 ９月 25 日
至：25 年 １月 31 日

ひろば台団地機械設備第4号工事 平地区 ㈱松本工務店 7,738,500 円 自：24 年 ９月 25 日
至：25 年 １月 31 日

ひろば台団地機械設備第3号工事 平地区 工藤建設工業㈱ 7,108,500 円 自：24 年 ９月 25 日
至：25 年 １月 31 日

ひろば台団地電気設備第4号工事 平地区 ㈱本田電気工業 4,221,000 円 自：24 年 ９月 25 日
至：25 年 １月 31 日

ひろば台団地電気設備第3号工事 平地区 ㈲内澤電気工業所 3,654,000 円 自：24 年 ９月 25 日
至：25 年 １月 31 日

旧麦沢小学校解体工事 麦沢地区 若本建設工業㈲ 6,300,000 円 自：24 年 ９月 25 日
至：24 年12 月 14 日

なりた   あおい ちゃん
（福田）

むし歯ゼロの
元気な なんぶっ子
９月27日の３歳児健診にて

くどう   そうま くん
（大向）

あいない   あやか ちゃん
（沖田面）

ふかがい   なな ちゃん
（苫米地）

まつやま   ここみ ちゃん
（下名久井）

ささき   ひろと くん
（埖渡）

まつやま   ここね ちゃん
（下名久井）

おのでら   つばき ちゃん
（大向）
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月 火 水 木 金 土 日
11月5日
小学生水泳教室/水
中運動教室/水中ウ 
ォーキングと水慣
れ教室

6
女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキン
グ体験/太極拳教室
/ヨガ教室

7
流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
いウォーキング教室

8 9
水中運動体験教室/町民
温泉健康法教室/水中
ウォーキング教室/らく
らくあしの運動体験/巡
回バス（C・Dコース）/太
極拳教室

10
エアロビクス教室

11

12
小学生水泳教室/水
中運動教室/水中ウ 
ォーキングと水慣
れ教室

13
休館日

14
休館日

15
休館日

16
水中運動体験教室/ヘ
ルシー塾健康教室2 
/フラダンス教室/巡
回バス（Ａ・Ｂコース）

17
ふくち特産品まつり
エアロビクス教室

18
ふくち特産品まつり
アクアビクス体験
教室

19
小学生水泳教室/水
中運動教室/水中ウ 
ォーキングと水慣
れ教室

20
女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキン
グ体験/太極拳教室

21
流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
いウォーキング教室

22 23
勤労感謝の日
巡回バス（C・Dコー
ス）

24
エアロビクス教室

25

26
水中運動教室/水中
ウォーキングと水
慣れ教室

27
女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキン
グ体験

28
流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
いウォーキング教室

29 30
水中運動体験教室/ 
らくらくあしの運動
体験

12月1日
エアロビクス教室

2

3
小学生水泳教室/水
中運動教室/水中ウ 
ォーキングと水慣
れ教室

4
女性水泳教室/らく
らく水中ウォーキン
グ体験/ヨガ教室

5
流水健康教室/エア
ロビクス教室/初心
者水泳教室/やさし
いウォーキング教室

6 7
ヘルシー塾健康教室
/水中運動体験教室 
/らくらくあしの運 
動体験/巡回バス（Ａ・
Ｂコース）

8
エアロビクス教室

9

小学生スケート教室受講
者募集

ふくちアイスアリーナの冬
季営業が始まる

期日　11月20日（火）、11月21日
（水）、11月 22日（木）全３回
時間　18時 30分～ 20時
場所　ふくちアイスアリーナ
募集人数　50人
申込方法　ふくちアイスアリーナ
に申込書と受講料（2,000円）を
添えてお申し込みください。
申込期限　11月 16日（金）
その他　スケート靴のない人は、
お貸しします。

　10 月７日、ふくちアイスアリー
ナの冬季営業が始まり、多くのス
ケートファンで賑わいました。
　早朝から、ちびっこアイスホッ
ケークラブチームのパイレーツ
ジュニアと、ふくちジュニアが練
習を開始。大きな掛け声と、はつ
らつしたプレーにアリーナは熱
気に包まれました。また一般開放
では、オープンを待ちわびた子ど
もたちが、久しぶりの氷の感触に
笑顔を見せながら、初滑りを楽し
みました。

ふくち特産品まつり

　「ふくち特産品まつり」では安全、
安心、安価で、新鮮な農産物を販
売するほか、なまずの重さ当てク
イズや恒例の「野菜 10円販売」な
ど様々な催しを行います。
期日　11月 17日（土）、18日（日）
時間　10時～ 15時
場所　バーデパーク駐車場

厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎0178-84-2850



26広報なんぶちょう　11月号

※ 11 月 15 日（木）は、三園合同で「親子でできるリズム体操」
　を中央公民館で行います。

       　    地面の形状

　　　　　　 測定日
測定地点

アスファルト 土

10月１日 10月15日 10月１日 10月15日

役場本庁舎 0.046 0.050 0.034 0.056

杉沢研修館 － 0.046 0.060

中央公民館 0.034 0.034 0.022 0.024

名川南小学校 0.046 0.046 0.024 0.028

町民体育館 0.038 0.034 0.026 0.028

元二又屯所付近 0.032 0.036 0.024 0.026

専門外来診察日

整形外科 受付：11 時 30 分まで

▲

11月24日（土）　９時～　　　工藤先生

先天性股関節脱臼 予約制／受付10 時
30 分～10時50 分

▲

11月24日（土）　　　　　　　工藤先生

眼科 受付：14 時 30 分まで
初診の人は13時 30 分まで

▲

11月14日（水）　14時～15時　木村先生

▲

11月28日（水）　14時～15時　木村先生

泌尿器科 予約制

▲

11月５日（月）　13時～　　　伊藤先生

▲

11月13日（火）　13時～　　　柳沢先生

▲

11月19日（月）　13時～　　　伊藤先生

▲

11月27日（火）　13時～　　　柳沢先生
都合により変更になる場合がありますので
ご来院の際は、お問い合せください。

国民健康保険 名川病院
☎ 0178-76-2001

診療科：外科、内科、循環器科、皮膚科、
　　 肛門科、アレルギー科、歯科

福地保育園　☎ 0178-84-4118

わくわくひろば（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

11月８日　お誕生会

11月22日　身体を使って遊ぼう

11月29日　おゆうぎ練習・絵本
　　　　　 読み聞かせ

12月１日（土）　おゆうぎ会

12月６日　お誕生会

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分～11時

11月７・14・21 日
12月５日

子育てサークルにこちゃんクラブ
月曜日／10時～12時

11月５・12・19 日
12月３・10日

なんぶ保育園　☎ 0179-34-3034

こすもすクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

11月８日　七五三制作

11月22日　お誕生会

12月８日(土)　おゆうぎ会

サークルちびこす（自由活動）
月・水曜日／９時30分～12時

11月５・７・12・14・19・21日
12月10日

チェリー保育園　☎ 0178-76-1115

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時30分～11時

11月８日　スタンプ遊び

11月22日　お誕生会

12月１日（土）　おゆうぎ会

12月６日　絵かき

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分～11時

11月５・７・12・14・19・21日
12月３・５・10日

おいでよ！子育て支援センター

放射線量測定結果
問合せ　住民生活課（南部分庁舎）☎ 0179-34-2509

（単位　μ
マイクロシーベルト

Ｓｖ／ ｈ
アワー

）

測定日：10月１日（月）晴れ、10月 15日（月）晴れ

青森県新産業都市建設事業団平成23年度決算報告

　青森県新産業都市建設事業団は、昭和 39 年に
八戸地区が新産業都市として指定されたことを
機会に、建設基本計画を総合的かつ一体的に実施
するため、青森県および関係 8市町（八戸市、十
和田市、三沢市、六戸町、東北町、おいらせ町、
五戸町、南部町）で構成する設置団体の委託を受
けて工業団地等の取得・造成等を行う地方開発事
業団であり、各設置団体から一般管理費（事務費）
の一部が負担され、円滑な事業運営が図られてい
ます。
　同事業団から毎年度提出される決算関係資料
は、9月定例会で町議会へ報告しています。
当町における事業団への負担金の平成 23 年度決
算額　200,000 円（上半期 100,000 円、下半期
100,000 円）
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12
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13
TUE
14
WED

15
THU
16
FRI
17
SAT
18
SUN
19
MON

20
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21
WED
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THU
23
FRI
24
SAT
25
SUN
26
MON

27
TUE
28
WED

29
THU
30
FRI

1
SAT

2
SUN

3
MON

4
TUE

5
WED

6
THU

7
FRI

8
SAT

9
SUN
10
MON

11
TUE
12
WED

名川中学校図書室１階   ☎ 0178-76-3121　　Books Selection
休室日　毎週月曜日・国民の祝日・毎月第４金曜日

役立っています！ボートピアなんぶ交付金（Ｈ23年度実績）
大量発生した毛虫の駆除を目的にチェーンソーを購入。町内会の協力により、
木の伐採を行い、地域の環境整備に役立ちました。（第 11区町内会）
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トリガール！
中村　航　著

ひらいて
綿矢　りさ　著

カラマーゾフの妹
高野　史緒　著

ソロモンの偽証　
第Ⅰ部　事件
宮部　みゆき　著

住之江ＧⅢ新鋭リーグ

津ＧⅡＭＢ大賞
大村ＧⅠ賞金女王決定戦

常滑ＧⅠ59周年
記念

戸田一般戦 児島ＳＧチャレンジカップ 尼崎一般戦 福岡一般戦

桐生一般戦
住之江一般戦 桐生一般戦 丸亀ＧⅡＭＢ大賞 桐生一般戦 丸亀一般戦

12 December 11 November 
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今月の納期
固定資産税（４期）
国民健康保険税（５期）
介護保険料（５期）
後期高齢者医療保険料（５期）

納期限　11月30日（金）
口座振替日　11月26日（月）
問合せ　税務課（南部分庁舎）
☎ 0179-34-2586

11・12月の休日窓口開設日
平日は、予約制で18時まで窓口を開

設しています。

期日  11月３日（土）、17日（土）
　　  12月1日（土）、15日（土）

時間　８時15分～正午
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書の交
付、印鑑登録

その他　死亡届けは、全ての庁舎で
受付けます。

問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
☎ 0179-34-2509

南部町の人口と世帯数
（平成24年10月19日現在）

　人　口　20,380人　（－25）
　　男　　  9,775人　（－９）
　　女　　10,605人　（－16）
　世帯数　  7,538世帯（－４）

対先月比

期
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ど
の
販 

売
の
ほ
か
に
、
飲
食
店
コ
ー
ナ 

ー
や
演
奏
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

農
林
課
（
中
央
公
民
館

内
）

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
３
０
８

期
日　

12
月
２
日
（
日
）

時
間　

９
時
〜
15
時

場
所　

南
部
町
民
体
育
館
前
駐
車

場
お
よ
び
町
営
地
方
卸
売
市
場

内
容　

贈
答
用
か
ら
お
手
ご
ろ
価

格
の
り
ん
ご
販
売
の
ほ
か
に
、

梨
、
野
菜
の
販
売
、
お
楽
し
み

抽
選
会
な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト

を
行
い
ま
す
。
ま
た
南
部
町
民

体
育
館
前
で
は
、
な
べ
こ
団
子

の
無
料
提
供
、
市
場
で
は
、
せ

ん
べ
い
汁
の
無
料
提
供
な
ど
も

あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

農
林
課
（
中
央
公
民
館

内
）

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
３
０
８

　

剣
吉
城
主
北
氏
の
ご
子
孫
で
、

前
旧
盛
岡
藩
士
桑
田
理
事
・
北
敏

昭
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
四
百
年
の

時
空
を
超
え
て
」
を
演
題
に
、
南

部
ふ
る
さ
と
塾
を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

12
月
８
日
（
土
）

時
間　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

剣
吉
公
民
館

問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
１
３
２

　

保
育
料
等
の
徴
収
率
の
向
上
を

図
り
、
保
育
所
等
の
運
営
に
係
る

貴
重
な
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
納
入
世
帯
と
滞
納
世
帯
と
の

不
公
平
を
是
正
し
て
い
く
た
め
、

徴
収
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
納
付
で
き
な
い
特
別
の
事
情

が
あ
る
方
は
、
健
康
福
祉
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

　

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応

件
数
は
、
依
然
と
し
て
増
加
し
て

お
り
、
特
に
子
ど
も
の
生
命
が
奪

わ
れ
る
な
ど
重
大
な
事
件
も
後
を

絶
た
な
い
状
況
で
す
。
児
童
虐
待

は
、
地
域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と

で
、
発
生
予
防
や
早
期
発
見
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

虐
待
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ

る
子
ど
も
を
見
つ
け
た
と
き
や
ご

自
身
が
出
産
や
子
育
て
に
悩
ん
だ

と
き
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

標
語
「
気
づ
く
の
は　

あ
な
た
と

地
域
の　

心
の
目
」

相
談
先

　

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
６
４
・
０
０
０

子
ど
も
虐
待
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
（
八
戸
児
童
相
談
所
内
）

☎
０
１
２
０
・
74
・
６
５
５
２

　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分
庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

　

青
森
県
の
妊
産
婦
の
同
居
者
喫

煙
率
は
、
59
％
と
高
く
母
体
や
胎

児
、
乳
幼
児
が
受
動
喫
煙
（
喫
煙

お知らせ 
 information

な
が
わ
産
業
ま
つ
り

開催案内

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間

推進月間

な
ん
ぶ
り
ん
ご
市

開催案内

南
部
ふ
る
さ
と
塾

開催案内

保
育
所
保
育
料
・
児
童

館
利
用
料
・
学
童
保
育

料
の
納
付

相談案内

母
子
の
受
動
喫
煙
防
止

協力依頼
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者
の
タ
バ
コ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ

る
）
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
現
状
が

あ
り
ま
す
。

　

10
月
１
日
か
ら
青
森
県
で
は
、

喫
煙
し
て
い
る
妊
婦
の
夫
に
対

し
、
禁
煙
補
助
剤
の
助
成
な
ど
の

禁
煙
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
母
子
健
康
手
帳
交
付
時

に
説
明
し
ま
す
。
生
ま
れ
て
く
る

大
事
な
命
を
守
る
た
め
に
、
禁
煙

に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ　

健
康
福
祉
課
（
名
川
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・
60
・
７
１
０
１

期
日　

平
成
25
年
１
月
20
日

（
日
）

時
間　

９
時
15
分

場
所　

名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

　

̶申
込
期
限　

平
成
25
年
１
月
16

日
（
水
）

申
込
方
法　

南
部
町
民
体
育
館
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
申
込
み
く
だ
さ
い
。

参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
千
円

そ
の
他　

代
表
者
会
議
を
１
月

16
日
（
水
）、
19
時
か
ら
南
部

町
民
体
育
館
で
行
い
ま
す
。
そ

の
時
に
参
加
料
を
集
め
ま
す
。

問
合
せ　

南
部
町
民
体
育
館

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
７
６
１

　

町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局

　

角
濱　

☎
０
９
０
・
７
５
２
８
・
６
９
０
２

日
時
・
場
所

▽
11
月
22
日
（
木
）
19
時
〜
21

時
・
福
地
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
11
月
28
日
（
水
）
19
時
〜
21

時
・
名
川
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ 

ー
問
合
せ　

町
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協

会
事
務
局
・
小
笠
原

☎
０
１
７
８
・
84
・
３
２
６
７

　

八
戸
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会
で

は
、
三
八
地
区
の
方
を
対
象
に
、

健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

▽
11
月
６
日
〜
12
月
４
日
ま
で

の
火
曜
日
（
全
５
回
）
の
午
前

コ
ー
ス
（
10
時
〜
12
時
）
と

午
後
コ
ー
ス
（
13
時
30
分
〜

15
時
30
分
）

▽
11
月
８
日
〜
12
月
６
日
ま
で

の
木
曜
日
（
全
５
回
）
の
午
後

コ
ー
ス
（
13
時
30
分
〜
15
時

30
分
）
と
夜
コ
ー
ス
（
20
時

〜
22
時
）

▽
11
月
10
日
〜
12
月
８
日
ま
で

の
土
曜
日
（
全
５
回
）　

10
時

〜
12
時

場
所　

ゆ
り
の
木
ボ
ウ
ル

受
講
料　

テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
傷

害
保
険
料
５
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
増
進
ボ

ウ
リ
ン
グ
事
務
局

☎
０
１
７
８
・
45
・
１
０
２
２

　

ハ
ー
ト
フ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
皆

さ
ん
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
で
す
。

　

事
前
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
が
、
未
就
学
の
お
子
さ
ん
は
保

護
者
同
伴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

期
日　

11
月
25
日
（
日
）

時
間　

10
時
30
分
〜
11
時

場
所　

名
川
中
学
校
図
書
室
１
階

問
合
せ　

社
会
教
育
課
（
南
部
分

庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
１
３
２

期
日　

12
月
６
日
（
木
）

時
間　

行
政
相
談
：
13
時
〜
15
時

　

特
設
人
権
相
談
：
10
時
〜
15
時

場
所　

福
地
公
民
館
、
剣
吉
公
民

館
、
南
部
公
民
館

問
合
せ

▽
行
政
相
談
は
総
務
課（
本
庁
舎
）

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
１
１
１

▽
特
設
人
権
相
談
は
住
民
生
活
課

（
南
部
分
庁
舎
）

☎
０
１
７
９
・
34
・
２
５
０
９

　

出
産
や
手
術
に
お
け
る
大
量
出

血
等
の
際
に
、
特
定
の
血
液
製
剤

を
投
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ

た
方
に
、
給
付
金
を
支
給
す
る
仕

組
み
が
あ
り
ま
す
。
請
求
手
続
き

は
平
成
25
年
１
月
15
日
（
火
）

ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

厚
生
労
働
省

☎
０
３
・
３
５
９
５
・
２
４
０
０

南
部
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

大
会

参加募集

健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン
グ

教
室

参加募集

バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

参加募集

読
み
聞
か
せ
会

開催案内

行
政
相
談
・
特
設
人
権

相
談

開設案内

Ｃ
型
肝
炎
特
別
措
置
法

に
基
づ
く
給
付
金

請求期限

広告



30広報なんぶちょう　11月号

緊急速報メール （エリアメール）

日
時

　

11
月
10
日（
土
）　

９
時
〜
17
時

　

11
月
11
日（
日
）　

９
時
〜
15
時

場
所　

南
部
公
民
館

内
容　

絵
画
、写
真
、手
芸
、陶
芸
、

短
歌
な
ど
各
サ
ー
ク
ル
の
作
品

展
示

問
合
せ　

町
文
化
協
会
南
部
支
部

長
・
長
田
鉄
也

☎
０
１
７
９
・
22
・
３
７
３
５

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び
全

国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
全
国

一
斉
に
相
談
日
を
設
け
、「
女
性

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
通
じ

て
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女
性

の
人
権
を
巡
る
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日　

11
月
12
日
（
月
）
〜
11
月

18
日
（
日
）

時
間　

８
時
30
分
〜
19
時
（
平

日
）

　

10
時
〜
17
時
（
土
・
日
曜
日
）

電
話　

０
５
７
０
・
０
７
０
・
８

１
０

問
合
せ　

青
森
地
方
法
務
局

☎
０
１
７
・
７
７
６
・
９
０
２
４

　

し
尿
処
理
場
で
は
、
例
年
12
月

中
旬
か
ら
年
末
に
か
け
て
施
設
の

処
理
能
力
を
上
回
る
量
の
し
尿
、

浄
化
槽
汚
泥
の
搬
入
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
、
し
尿
、
浄
化

槽
汚
泥
の
汲
み
取
り
を
業
者
に
依

頼
す
る
と
き
は
、
早
め
る
か
遅
ら

せ
る
か
し
て
集
中
す
る
期
間
を
避

け
て
く
だ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
な
お
組
合
で
は
、
施
設
の
安

定
し
た
処
理
を
維
持
す
る
た
め
に

施
設
の
処
理
能
力
以
上
の
し
尿
、

浄
化
槽
汚
泥
の
搬
入
が
あ
っ
た
場

合
は
、
搬
入
の
制
限
を
さ
せ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

三
戸
地
区
環
境
整
備
事

務
組
合

☎
０
１
７
８
・
７
５
・
１
４
４
９

町営市場の販売状況  （平成24年9月16日～平成24年10月15日）

品　名 販売数量（kg）売上額（千円） キロ単位（円） 前年単価（円）

弘前ふじ（りんご） 69,178 14,206 205 278

トキ（りんご） 28,150 4,144 147 230

レッドゴールド（りんご） 18,600 3,069 165 212

紅玉（りんご） 93,929 14,415 153 169

つがる（りんご） 309,681 44,382 143 144

ジョナゴールド（りんご） 5,026 1,057 210 183

バートレット（梨） 45,526 6,872 151 138

日面紅（梨） 74,946 6,100 81 94

マリゲットマリラ（梨） 21,061 2,117 101 88

キャンベル（ブドウ） 82,180 16,089 196 174

ナイヤガラ（ブドウ） 18,650 3,208 172 163

大　根 37,380 2,553 68 123

ゴボウ 36,844 6,720 182 250

長　芋 80,400 20,356 253 168

ね　ぎ 44,146 9,163 208 221

きゅうり 26,982 3,047 113 237

トマト 11,587 2,629 227 307

食用菊 1,982 1,266 639 764

千　菊 132 1,185 8,977 10,475

※ 12 月１日から朝の荷受時間が 6時～7時 30 分に変更になります。

●休場日
　11月３日㈯、４日㈰、11日㈰、14日㈬、18日㈰、23日㈮、25日㈰、28日㈬
　12月２日㈰、９日㈰、12日㈬、16日㈰、23日㈰、24日㈪、30日㈰、31日㈪

　町では、災害時の情報伝達手段の一つとし
て、携帯電話 3 社（NTT ドコモ、KDDI、ソフ
トバンク）と提携し、避難勧告などの緊急の
防災情報を携帯電話にお知らせする緊急速報
メール（エリアメール）サービスを開始しま
す。11 月 14 日（水）、正午にテストメールを
配信しますので、災害とお間違えのないよう
にご注意ください。
　緊急速報メール（エリアメール）とは、携
帯電話向けの災害情報伝達サービスで、南部
町の配信エリア内に滞在する緊急速報メール
の受信機能を持つ携帯電話に、緊急の防災情
報をお知らせするものです。月額使用料・通
信料は無料で事前登録は不要ですが、一部、
受信設定が必要な機種もあります。対応機種
や受信設定方法などの詳細は、各携帯電話会
社にお問合せください。
問合せ　総務課（本庁舎）☎ 0178-84-2111

☎ 0178 ‒ 60 ‒ 1090
　上記の電話番号にか
けると、防災行政無線
で放送した内容が、最
新から５回まで確認で
きます。

南
部
町
文
化
協
会
南
部

支
部
作
品
展

開催案内

名
川
・
南
部
地
区
の
み
な
さ
ん
へ

し
尿
、浄
化
槽
汚
泥
の
汲

み
取
り

協力依頼

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強化週間
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編集後記
木村秋則さんの塾では、受講生が

アドバイスを一言一句、聞き逃さな
いよう記録していた様子が思い浮
かびます。貴重な体験を実践し、自
慢の一品が店頭に並ぶ日を楽しみ
に待ちたいです。【oga】

川
柳
ま
べ
ち
吟
社　
　

題
「
雑
詠
」

期
日　

11
月
18
日
（
日
）

時
間　

10
時
〜
14
時

場
所　

ス
パ
ー
ク
名
川

内
容　

り
ん
ご
や
野
菜
の
低
価
格

販
売
、
バ
ザ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
景
品
抽
選
会

な
ど

問
合
せ　

清
慈
会
「
森
の
菜
園
」

☎
０
１
７
８
・
60
・
５
５
３
３

受
付
期
限　

11
月
16
日
（
金
）

対
象
者　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
男
子

試
験
日　

12
月
６
日
（
木
）
お
よ

び
７
日
（
金
）

場
所　

陸
上
自
衛
隊
八
戸
駐
屯
地

問
合
せ　

自
衛
隊
青
森
地
方
協
力

本
部
八
戸
地
域
事
務
所

☎
０
１
７
８
・
45
・
１
９
２
０

　

平
成
24
年
８
月
末
現
在
、
全
国

の
警
察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い

る
者
は
、
約
９
０
０
人
に
上
っ
て

い
ま
す
。
警
察
で
は
、
特
に
重
大

な
犯
罪
の
被
疑
者
を
選
定
し
た
う

え
で
、
11
月
中
に
全
国
警
察
の
総

力
を
挙
げ
、
追
跡
調
査
・
早
期
検

挙
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

指
名
手
配
被
疑
者
の
捜
査
活
動

に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す
。
わ
ず
か
な
情
報
で
も
あ
り

ま
し
た
ら
、
警
察
や
最
寄
り
の
駐

在
所
ま
で
通
報
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

三
戸
警
察
署

☎
０
１
７
９
・
22
・
１
１
３
５

福
地
警
察
官
駐
在
所

☎
０
１
７
８
・
84
・
２
３
５
４

名
川
警
察
官
駐
在
所

☎
０
１
７
８
・
76
・
２
０
１
３

南
部
警
察
官
駐
在
所

☎
０
１
７
９
・
34
・
３
１
４
１

　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
八

戸
清
掃
工
場
隣
接
）
で
は
不
用
品

と
な
っ
た
備
品
を
修
理
し
て
展
示

し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
再
生

品
を
抽
選
の
う
え
低
価
格
ま
た
は

無
料
で
提
供
し
ま
す
。

申
込
期
間　

11
月
３
日
（
土
）
〜

11
月
11
日
（
日
）

申
込
方
法　

八
戸
リ
サ
イ
ク
ル
プ

　

ラ
ザ
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙

　

に
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

提
供
方
法　

公
開
抽
選
を
、
11
月

13
日
（
火
）
14
時
か
ら
行
い
ま

す
。
参
加
は
自
由
で
す
。

引
取
期
間　

11
月
17
日
（
土
）
〜

11
月
25
日
（
日
）。
当
選
は
が

き
と
代
金
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
合
せ　

八
戸
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ

☎
０
１
７
８
・
70
・
２
３
９
６

ま
っ
と
う
な
道
に
も
あ
っ
た
向
か
い
風

慶
弔
薄
き
り
り
と
残
る
亡
父
の
文
字

ダ
イ
エ
ッ
ト
気
に
せ
ぬ
孫
の
て
ん
こ
盛
り

咲
け
ば
散
る
蕾
の
う
ち
が
花
で
す
か

し
つ
け
糸
ま
だ
取
り
切
れ
ぬ
母
の
指

野
田　

敏
子

小
笠
原　

覚

堀
合　

寿
江

田
中　

久
子

出
町　

國
子

青森県知事賞、青森県治山林
道協会長賞

　青森県治山林道協会が主催する、
林道維持管理コンクールにおいて、
民有林道長谷
線が、青森県
知事賞と青森
県治山林道協
会長賞を受賞
しました。

あたたかい善意に感謝

　八戸法人会三戸支部（松尾彰平
支部長）は、図書館利用の充実の
ため、図書の購入に使っていただ
きたいと、図書カード３万円分を
寄付して下さいました。
ありがとうござい
ました。大切
に利用させ
ていだき
ます。

寄付して下さいました。
ありがとうござい
ました。大切

清
慈
会
ま
つ
り

開催案内

秋
の
再
生
品
提
供

提供案内

指
名
手
配
被
疑
者
の
検

挙
に
ご
協
力
を

協力依頼

自
衛
官
候
補
生
追
加

採
用
試
験

採用試験

杉
沢
チ
ー
ム
優
勝

　

町
内
対
抗
の
「
第
２
回
総
合

優
勝
制
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
、

１
月
か
ら
８
月
ま
で
開
催
さ

れ
、
６
種
目
（
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ

ス
、
ユ
ニ
ホ
ッ
ク
、
軟
式
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
壮
年
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
）
で
優
勝
を
競
い
ま
し

た
。
上
位
チ
ー
ム
に
は
点
数
が

与
え
ら
れ
、
総
合
得
点
の
結

果
、
杉
沢
チ
ー
ム
が
昨
年
に
続

き
優
勝
し
ま
し
た
。

１
位　

杉
沢　

１
０
３
点

２
位　

た
い
ら　
　

98
点

３
位　

あ
か
ね　
　

92
点

４
位　

沖
通　
　
　

89
点

５
位　

下
名
久
井　

82
点

６
位　

斗
賀　
　
　

80
点
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と
に
よ
り
、
家
族
ま
た
は

仲
間
同
士
の
絆
を
深
め
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
も
の
。
ま
た
、
相
乗
効

果
と
し
て
、
農
産
物
の
販

売
及
び
地
産
地
消
の
促

進
、
そ
の
他
食
材
の
販
売

　

に
も
波
及
さ
せ
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

※
関
連
は
35
ペ
ー
ジ
に
掲
載

■
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
条
例

の
制
定

▽
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
町
が
認
可
し
た
地
縁

に
よ
る
団
体
（
主
に
町
内

会
・
自
治
会
）
が
印
鑑
登

録
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書

の
発
行
を
得
る
た
め
制
定

し
た
。

■
防
災
会
議
条
例
の
一
部
を

改
正

▽
災
害
対
策
基
本
法
の
改
正

に
よ
り
、
防
災
会
議
委
員

に
自
主
防
災
組
織
を
構
成

す
る
者
ま
た
は
学
識
経
験

者
の
う
ち
、
町
長
が
任
命

す
る
者
を
追
加
す
る
な
ど

の
改
正
を
し
た
。

■
公
共
下
水
道
条
例
の
一
部

を
改
正

▽
公
共
下
水
道
に
排
除
さ
れ

る
下
水
の
規
制
対
象
に

１
・
４-

ジ
オ
キ
サ
ン
を
追

加
し
た
。

■
平
成
23
年
度
一
般
会
計
及

び
19
件
の
各
特
別
会
計
決

算
案
を
す
べ
て
認
定

▽
平
成
23
年
度
に
お
け
る
当

町
の
一
般
会
計
収
入
総
額

は
１
１
０
億
３
千
３
２
０

万
１
千
３
５
４
円
、
支
出

総
額
は
１
０
７
億
４
千
８

９
８
万
９
千
８
３
５
円
、

差
引
２
億
８
千
４
２
１
万

１
千
５
１
９
円
と
な
り
、

24
年
度
へ
の
繰
り
越
し
や

基
金
へ
の
積
み
立
て
な
ど

を
行
っ
た
。

　
　

ま
た
、
19
件
の
各
特
別

会
計
の
収
入
総
額
は
98
億

２
千
１
２
０
万
１
４
１

円
、
支
出
総
額
は
96
億
１

千
２
万
２
千
１
６
１

円
。
差
引
２
億
１
千
１
１

７
万
７
千
９
８
０
円
と

な
っ
た
。
な
お
、
名
川
病

院
は
黒
字
経
営
を
維
持
し

て
い
る
。

※
決
算
の
詳
細
は
２
〜
５

ペ
ー
ジ
に
掲
載

【
一
般
会
計
】 　

行
政
運
営

に
お
け
る
基
本
的
な
経
理

を
中
心
と
し
た
会
計
。

【
特
別
会
計
】　 

特
定
の
事

業
を
行
う
場
合
に
、
一
般

会
計
と
は
別
に
経
理
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
設
け

ら
れ
る
も
の
。

■
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

▽
主
な
補
正
は
、
旧
麦
沢
小

学
校
解
体
工
事
の
追
加
分

に
１
４
４
万
９
千
円
。

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
委
託
料
に
４
９

２
万
７
千
円
。
農
業
の

担
い
手
確
保
に
お
け
る

■
笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進

条
例
（
通
称
・
鍋
条
例
）

を
制
定

▽
毎
月
22
日
を
「
鍋
の
日
」

と
定
め
、
家
族
や
友
人
、

仲
間
と
鍋
料
理
を
食
す
こ

主
な
議
案

笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
推
進
条
例
（
通
称
・
鍋な

べ

条
例
）

を
制
定　
※
毎
月
22
日
は
鍋
の
日

第
44
回
南
部
町
議
会
定
例
会　

８
月
31
日 

〜 

９
月
７
日

　

第
46
回
定
例
会
に
は
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
、
条
例
の
制
定
及

び
一
部
改
正
、
人
事
案
件
、
平
成
24
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
が
上
程

さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
決
算
20
件
は
、
議
員

全
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
（
川
守
田
稔
委
員
長
）
に
付
託
さ
れ
、

９
月
５
日
・
６
日
に
行
っ
た
審
議
の
結
果
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
認
定
し

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
７
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

条　

例例

予
算
・
決
算
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青
年
就
農
給
付
金
事
業

費
補
助
金
に
６
０
０
万

円
（
国
庫
補
助
）。
商

工
会
に
よ
る
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
の
発
行
事
業

補
助
金
と
し
て
５
０
０

万
円
。
除
雪
業
務
の
委
託

料
に
２
千
６
８
１
万
６
千

円
。
新
開
地
地
区
の
防
火

水
槽
移
設
工
事
費
に
４
１

４
万
１
千
円
な
ど
、
合
計

で
９
千
１
３
９
万
３
千

円
を
追
加
し
、
一
般
会
計

予
算
の
総
額
を
１
０
２
億

５
千
７
８
７
万
３
千
円
と

し
た
。

■
平
成
24
年
度
農
林
漁
業
体

験
実
習
館
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

▽
主
な
補
正
は
、
収
入
で
は

チ
ェ
リ
ウ
ス
で
の
宴
会
が

増
え
た
こ
と
に
よ
り
収
入

が
増
加
し
た
。支
出
で
は
、

バ
ス
送
迎
運
転
手
増
員
に

よ
る
人
件
費
、
浴
場
ろ
過

器
の
修
繕
な
ど
合
計
で
２

２
１
万
７
千
円
を
追
加

し
、
予
算
の
総
額
を
７
千

２
０
５
万
円
と
し
た
。

■
農
業
委
員
３
人
を
推
薦

（
議
会
推
薦
）

▽
中
野  

ら
ん
子 

氏
（
玉　

掛
）

　

四
戸　

正
子  

氏
（ 

平

 

）

　

松
村　

範
明  

氏
（
苫
米
地
）

【
農
業
委
員
】　 

農
業
委
員

会
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
委
員
。
当
町
で
は
26

人
で
構
成
し
て
お
り
ま

す
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

６
人
の
推
薦
に
同
意

▽
石
井  

み
ほ
子 

氏
（
沖
田
面
）

　

佐
々
木 

敬
祐  

氏
（
門　

前
）

　

佐
々
木 

秀
雄  

氏
（
相　

内
）

　

四
戸 　

清
榮   

氏
（
上
名
久
井
）

　

川
守
田
い
つ
み 

氏
（
剣　

吉
）

　

坂
本 　

新
一  

氏
（
杉　

沢
）

【
人
権
擁
護
委
員
】　 

国
民

の
基
本
的
人
権
の
侵
犯
を

監
視
・
救
済
し
、
人
権
思

想
の
普
及
・
高
揚
に
努

め
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

ま
す
。

■
三
戸
郡
町
村
会
館
管
理
組

合
の
解
散
、
財
産
の
処
分

及
び
事
務
の
承
継
に
つ
い

て
▽
三
戸
郡
内
各
町
村
で
構
成

す
る
三
戸
郡
町
村
会
館
管

理
組
合
が
平
成
25
年
３
月

31
日
に
解
散
す
る
た
め
、

そ
の
財
産
の
処
分
方
法
及

び
今
後
こ
れ
ま
で
行
っ
て

き
た
事
務
の
承
継
に
つ
い

て
定
め
た
も
の
。

■
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す

る
「
地
方
財
源
を
確
保
・

充
実
す
る
仕
組
み
」
の
構

築
を
求
め
る
意
見
書
案

▽
各
市
町
村
で
は
、
木
材
価

格
の
暴
落
・
低
迷
や
林
業

従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継

者
不
足
な
ど
厳
し
い
状
況

に
あ
り
、
地
球
温
暖
化
対

策
に
取
り
組
む
た
め
の
恒

久
的
・
安
定
的
な
財
源
が

不
足
し
て
い
る
。
二
酸
化

炭
素
吸
収
減
と
し
て
重
要

な
機
能
を
有
す
る
森
林
の

整
備
・
保
全
等
を
推
進
す

る
た
め
、「
地
球
温
暖
化
対

策
の
た
め
の
税
」
の
一
定

割
合
を
森
林
面
積
に
応
じ

て
譲
与
す
る
「
地
方
財
源

を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組

み
」
を
構
築
す
る
よ
う
求

め
る
。

■
南
部
町
に
お
け
る
馬
淵
川

の
河
川
整
備
推
進
を
求
め

る
意
見
書
案
【
産
業
建
設

常
任
委
員
会
提
出
】

▽
昨
年
の
台
風
15
号
に
よ
る

被
害
に
よ
り
、
県
で
は
新

た
に
４
カ
年
計
画
で
25
億

７
千
万
円
を
費
や
し
河
道

掘
削
事
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
事
業

完
成
に
よ
っ
て
当
町
の
水

害
が
解
決
さ
れ
る
確
信
に

至
っ
て
い
な
い
。

　

八
戸
市
高
岩
地
区
か
ら
南

部
町
法
師
岡
を
経
て
八
戸

市
田
面
木
地
区
の
区
間

は
、
大
き
く
蛇
行
を
繰
り

返
し
、河
川
の
幅
も
狭
い
。

こ
の
区
間
の
抜
本
的
な
河

川
改
修
以
外
に
当
町
の
水

害
を
解
決
す
る
術
は
な

い
。

　

ま
た
、
馬
淵
川
は
一
級

河
川
で
あ
り
な
が
ら
、
櫛

引
橋
を
境
に
下
流
域
は

国
、
上
流
域
は
県
と
い
う

管
理
体
制
の
ね
じ
れ
状
態

に
あ
り
、
円
滑
な
予
算
措

置
や
責
任
の
明
確
化
か

ら
、
国
に
よ
る
管
理
の
一

体
化
実
現
を
望
む
も
の
。

青
森
県
に
お
い
て
は
、
河

川
改
修
と
し
て
河
道
掘
削

事
業
の
推
進
、
輪
中
堤
の

整
備
促
進
、八
戸
市
高
岩
・

田
面
木
区
間
の
抜
本
的
な

改
修
へ
の
着
手
、
国
に
よ

る
馬
淵
川
中
下
流
の
一
体

管
理
実
現
に
向
け
て
の
働

き
か
け
を
求
め
る
。

※
意
見
書
案
は
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
し
、
政
府
関

係
機
関
及
び
県
に
送
付
し

ま
し
た
。

議会だより

人　

事

そ
の
他

議
員
提
案

   
意
見
書
案案

事

蛇行を繰り返した河道となっている法師岡、八戸市高岩付近の馬淵川
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■
町
税
徴
収
率
増
の
要
因

と
は
。

【
問
】　

平
成
23
年
度
の

町
税
の
徴
収
率
は
22

年
度
比
１
・
５
㌫
増
で

あ
る
が
、
そ
の
要
因
と

は
。（
立
花
寛
子
議
員
）

【
税
務
課
長
答
弁
】 　

滞

納
整
理
を
強
化
し
、
債

権
及
び
預
金
な
ど
の

差
し
押
さ
え
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
夜
間

の
電
話
催
告
を
実
施

し
納
付
さ
れ
て
き
て

い
る
。

■
固
定
資
産
税
の
家
屋
調

査
の
効
果

【
問
】　

固
定
資
産
税
の 

家
屋
照
合
調
査
が
完
了 

し
、
未
評
価
家
屋
が
１ 

万
２
千
44
棟
あ
っ
た
。 

こ
れ
は
ど
う
い
う
建
物

な
の
か
。

　

ま
た
、
こ
れ
に
係
る
固

定
資
産
税
の
増
収
見

込
額
は
ど
の
ぐ
ら
い

か
。（
夏
堀
文
孝
議
員
）

【
税
務
課
長
答
弁
】 　

評

価
さ
れ
て
い
な
い
家

屋
は
、
附
属
家
、
車
庫
、

住
宅
の
増
築
が
多
い
。

見
込
額
と
し
て
は
、
大

体
１
千
万
円
ほ
ど
の
増

収
を
見
込
ん
で
い
る
。

■
休
館
中
の
児
童
館
の
雑

草
、
害
虫
駆
除
を

【
問
】　

現
在
休
館
し
て

い
る
児
童
館
の
雑
草
な

ど
に
よ
る
苦
情
を
聞
く

が
、そ
の
対
策
は
。（
川

井
健
雄
議
員
）

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】　

除
草
剤
の
散
布
等
を

や
っ
て
、
苦
情
が
出
な

い
よ
う
に
し
た
い
。

■
各
農
業
支
援
団
体
に
対

す
る
補
助
金
の
増
額
を

【
問
】　

サ
ク
ラ
ン
ボ
研

究
会
や
リ
ン
ゴ
わ
い

化
技
術
研
究
会
な
ど

の
栽
培
技
術
研
究
に

係
る
個
人
負
担
が
増

え
て
い
る
。
も
う
少
し

各
団
体
へ
の
補
助
金

の
増
額
を
希
望
し
た

い
が
。（
工
藤
正
孝
議

員
）

【
農
林
課
長
答
弁
】 　

研

修
の
移
動
に
係
る
経

費
は
町
の
バ
ス
を
使

用
す
る
こ
と
で
縮
減

で
き
る
。
バ
ス
の
利
用

も
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

■
現
在
の
企
業
誘
致
に
お

け
る
取
り
組
み

【
問
】　

平
成
23
年
度
に

実
施
し
た
企
業
誘
致

へ
の
取
り
組
み
と
は
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

現
在
、
誘
致
し
て
い
る

多
摩
川
精
機
の
関
連

企
業
に
出
向
き
、
情
報

を
得
て
き
て
い
る
が
、

そ
の
関
連
企
業
を
誘

致
す
る
ま
で
は
い
っ

て
い
な
い
。
近
年
は
、

物
づ
く
り
の
企
業
自

体
が
国
内
に
誘
致
す

る
こ
と
が
厳
し
い
状

況
で
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

な
部
分
に
雇
用
を
生

め
る
よ
う
な
企
業
を

探
し
て
い
き
た
い
。

■
お
祭
り
に
お
け
る
予
算

の
増
額
を

【
問
】　

各
地
域
で
行
わ

れ
て
い
る
お
祭
り
で

は
、
商
店
街
の
不
況

に
よ
り
寄
付
金
も
厳

し
い
状
況
。
山
車
制

作
な
ど
出
費
に
苦
労

し
て
い
る
が
、
予
算

の
増
額
は
で
き
な
い

か
。（
立
花
寛
子
議
員
）

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

各
お
祭
り
に
お
け
る

山
車
づ
く
り
で
予
算

的
に
苦
し
い
と
い
う

話
し
は
聞
い
て
い
る
。

し
か
し
、
今
あ
る
予
算

の
中
で
お
願
い
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

■
中
学
生
海
外
派
遣
事
業

の
参
加
人
数

【
問
】　

平
成
23
年
度
に

行
っ
た
中
学
生
海
外

派
遣
事
業
の
参
加
者

は
、
定
員
40
人
に
対
し

27
人
で
あ
っ
た
が
そ

の
理
由
は
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
額
は

各
年
度
に
よ
り
変
化

が
あ
る
の
か
。（
立
花

寛
子
議
員
）

【
学
務
課
長
答
弁
】　

平

成
23
年
度
は
27
人
の

応
募
し
か
な
か
っ
た
。

参
加
人
数
は
毎
年
40

人
の
定
員
で
募
集
し

て
い
る
が
、
年
度
に
よ

り
、
定
員
を
超
え
る

場
合
と
、
満
た
な
い
場

合
が
あ
る
。

　

自
己
負
担
額
は
、
毎
年

一
人
に
つ
き
９
万
円

で
実
施
し
て
い
る
。

■
給
食
食
材
に
お
け
る
放

射
能
測
定
は
。

【
問
】　

給
食
食
材
に
お

け
る
放
射
能
検
査
は

行
っ
て
い
る
の
か
。

（
中
村
善
一
議
員
）

【
学
務
課
長
答
弁
】　

県

外
産
は
、
で
き
る
だ
け

影
響
の
少
な
い
と
思

わ
れ
る
地
域
の
材
料

を
使
っ
て
い
る
。な
お
、

県
で
は
食
材
の
測
定

器
を
県
内
に
７
台
配 

備
し
、
三
八
管
内
で
は

八
戸
市
に
そ
の
測
定

器
が
あ
る
。
今
後
、
区

域
内
の
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
で
協
議
を
し
、

10
月
か
ら
食
材
の
測

定
を
始
め
る
予
定
で

準
備
を
進
め
て
い
る
。

■
チ
ェ
リ
ウ
ス
の
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
す
方
策

【
問
】　

チ
ェ
リ
ウ
ス
来

客
者
の
リ
ピ
ー
タ
ー

増
に
努
め
て
ほ
し
い

が
。（
工
藤
久
夫
議
員
）

◉ 

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
決
算
特
別
委
員
会
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　◉  議案に対する主な質疑（本会議・決算特別委員会）
【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】 

さ
ら
に
集
客
増
加
に
努

め
、
リ
ピ
ー
タ
ー
対
策

も
考
え
て
い
く
。

■
チ
ェ
リ
ウ
ス
の
売
店
の

改
善
を

【
問
】　

最
近
、
若
い
人

の
大
衆
浴
場
へ
の
関

心
が
見
受
け
ら
れ
る
。

ア
イ
ス
や
飲
み
物
、
ま

た
は
フ
ァ
ー
ス
ト
フ 

ー
ド
的
な
物
を
販
売

し
や
す
い
よ
う
改
善

す
れ
ば
売
上
増
に
つ

な
が
る
と
思
う
が
。

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

ど
う
い
う
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
た
ら
い
い

の
か
、
職
員
間
で
知
恵

を
出
し
合
っ
て
み
た

い
。

■
国
保
税
納
税
に
対
す
る

見
解

【
問
】　

国
保
税
納
税
に

お
け
る
重
税
感
や
、
実

態
の
見
解
を
問
う
。

（
立
花
寛
子
議
員
）

【
健
康
福
祉
課
長
答
弁
】

確
か
に
決
し
て
安
い
も

の
で
は
な
い
。
県
内
各

市
町
村
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
医
療
給
付
費
の
支

払
い
に
応
じ
て
、
賦
課 

方
式
を
検
討
し
な
が

ら
賦
課
し
て
い
る
が
、

ど
う
し
て
も
制
度
上
、

保
険
税
は
決
ま
っ
て
い

く
も
の
。
国
で
は
、
そ

の
た
め
の
制
度
見
直

し
を
検
討
し
て
い
る
。

■
将
来
に
お
け
る
町
営
市

場
の
方
向
性

【
問
】　

今
後
10
年
か
ら

30
年
後
に
お
け
る
町

営
市
場
の
方
向
性
は
。

（
馬
場
又
彦
議
員
）

【
町
長
答
弁
】
町
営
市

場
は
ま
だ
ま
だ
使
え

る
施
設
で
あ
る
。
現

在
の
場
所
あ
る
い

は
、
国
道
沿
い
に
建

て
た
方
が
と
い
う
意 

見
も
聞
い
て
い
る
。
当

面
は
現
在
地
で
頑
張 

っ
て
い
た
だ
き
、
建
て

替
え
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
、
検
討
す
る

余
地
は
あ
る
と
思
う
。

■
福
地
工
業
団
地
ま
で
の

道
路
拡
幅
を

【
問
】　

福
地
工
業
団
地

周
辺
の
県
道
や
橋
が

狭
く
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク

が
通
行
し
に
く
い
。
そ

の
た
め
に
福
地
工
業

団
地
が
敬
遠
さ
れ
て

き
た
経
緯
も
あ
る
。
道

路
を
整
備
す
れ
ば
、
よ

り
工
業
団
地
の
利
用

度
が
高
ま
る
と
思
う

が
。（
坂
本
正
紀
議
員
）

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】

福
地
工
業
団
地
ま
で

の
道
路
は
県
道
で
あ

り
、
県
へ
改
善
を
働

き
か
け
て
い
く
。

■
地
方
交
付
税
が
一
時
ス

ト
ッ
プ
し
た
場
合
の

対
処
方
法
は
。

【
問
】　

も
し
、
国
か
ら

県
及
び
市
町
村
に
交

付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
が
一
時
ス
ト
ッ
プ

し
た
場
合
、
ど
う
対
処

し
て
い
く
の
か
。（
川

守
田
稔
議
員
）

【
財
政
課
長
答
弁
】　

新

聞
等
で
報
道
さ
れ
て

い
る
こ
と
以
外
は
情

報
は
な
い
が
、
金
融
機

関
か
ら
一
時
借
り
入

れ
を
し
て
当
座
を
し

の
ぐ
方
法
も
あ
る
。
そ

の
場
合
、
国
は
借
り
入

れ
し
た
利
子
分
を
財

源
措
置
す
る
と
い
う

報
道
が
あ
る
。
た
だ
、

一
時
借
入
金
は
利
子

が
か
さ
む
た
め
、
基
金

の
繰
り
か
え
運
用
を

行
い
、
そ
の
基
金
が
底

を
つ
い
た
場
合
は
一

時
借
入
金
を
起
こ
さ

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の

よ
う
な
事
態
は
で
き

る
限
り
避
け
た
い
。

■
笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ 

ン
推
進
条
例（
鍋
条
例
）

に
つ
い
て

【
問
】　

こ
の
条
例
内
容

を
町
民
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
周

知
方
法
と
は
。
ま
た
、

各
組
織
と
の
連
携
な

し
に
は
成
功
し
な
い

と
考
え
る
が
、
方
法

は
。（
立
花
寛
子
議
員
）

【
企
画
調
整
課
長
答
弁
】

条
例
の
周
知
方
法
は
、

推
進
委
員
会
を
立
ち

上
げ
、
各
町
民
や
団
体

等
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
推
進
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
広
報
等
で
鍋
の

日
が
毎
月
22
日
と
い

う
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て

い
き
た
い
。

　

ち
な
み
に
、
罰
則
な
ど

の
条
項
は
一
切
な
い
。

■
笑
顔
あ
ふ
れ
る
明
る
い

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

推
進
条
例
（
鍋
条
例
）

は
ど
う
し
て
も
鍋
で
な

い
と
い
け
な
い
の
か
。

【
問
】　

各
家
庭
に
よ
っ

て
団
ら
ん
の
方
法
が

異
な
る
と
思
う
。
鍋
の

日
で
は
な
く
、
何
に
で

も
対
応
で
き
る
タ
イ

ト
ル
を
考
え
て
ほ
し

い
が
。（
工
藤
幸
子
議

員
）

【
町
長
答
弁
】　

こ
こ
は

あ
え
て
鍋
に
こ
だ
わ
っ

て
い
る
。
こ
れ
が
ま
た

大
ざ
っ
ぱ
に
し
て
し
ま

え
ば
、
逆
に
何
を
し
よ

う
と
し
て
い
る
条
例

な
の
か
見
え
て
こ
な

い
。
こ
の
地
域
に
は

い
ろ
い
ろ
な
鍋
の
種 

類
が
あ
り
、
各
家
庭

で
考
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。
ま

た
、
こ
の
条
例
に
は

食
育
や
地
産
地
消
と

い
う
方
向
性
も
踏
ま 

え
て
、
鍋
を
き
っ
か
け 

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ 

ョ
ン
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
考
え
て
い
る
。

議会だより
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　◉　一　般　質　問

質　

問　

運
行
面
で
は
、

停
留
所
の
追
加
や
一
部
の

区
間
に
バ
ス
停
留
所
以
外

で
乗
降
可
能
な
フ
リ
ー
区

間
の
設
定
及
び
、
乗
り
継

ぎ
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る

よ
う
な
改
善
が
必
要
。

　

ま
た
、
収
入
面
で
は
バ

ス
に
広
告
看
板
を
設
置

し
、
収
入
増
加
を
図
っ
て

は
ど
う
か
。

町
長
答
弁　

多
目
的
バ
ス

の
利
用
者
数
は
、
本
格
運

行
を
開
始
し
た
平
成
21
年

度
で
は
５
万
１
千
８
７
３

人
。
平
成
23
年
度
は
５

万
８
千
４
３
７
人
で
増
加

し
て
い
る
。

　

な
ん
ぶ
里
バ
ス
の
利
用

者
は
平
成
21
年
度
は
約

11
万
人
、
平
成
23
年
度

約
９
万
２
千
人
と
減
少
し

て
い
る
。
減
少
の
主
な
要

因
は
、
名
川
地
区
の
小
中

学
校
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル

バ
ス
と
し
て
運
行
も
し
て

お
り
、
児
童
生
徒
の
減
少

に
伴
う
も
の
。

　

運
行
経
費
で
は
、
平
成

23
年
度
の
多
目
的
バ
ス

と
里
バ
ス
を
合
わ
せ
た
契

約
額
約
７
千
８
６
５
万
円

に
対
し
、
収
入
は
運
賃
及

び
バ
ス
回
数
券
の
販
売
代

金
の
合
計
で
約
８
４
７
万

円
。
実
質
の
支
出
額
が
約

７
千
万
円
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
金
額
の
約
８
割

は
、
国
の
財
政
措
置
が
な

さ
れ
て
い
る
。

　

最
近
で
は
、
ほ
か
の
自

治
体
で
も
バ
ス
を
運
行
し

て
い
る
が
、
細
か
く
集
落

に
バ
ス
を
運
行
し
て
い
る

自
治
体
は
そ
ん
な
に
な
い

は
ず
。予
算
は
か
か
る
が
、

今
後
も
交
通
弱
者
に
対
す

る
交
通
手
段
を
確
保
し
て

い
き
た
い
。

　

収
入
面
の
広
告
看
板
設

置
は
、
委
託
業
者
と
今
後

検
討
し
な
が
ら
考
え
て
い

く
。

　

ま
た
、
バ
ス
時
間
、
停

留
所
の
改
善
は
、
毎
年
見

直
し
を
図
っ
て
い
る
。
た

だ
、
す
べ
て
の
方
々
が
満

足
い
く
こ
と
は
物
理
的
に

も
無
理
が
あ
る
。
可
能

な
限
り
見
直
し
は
し
て
い

く
。

質　

問　

町
の
発
展
に

は
、
高
い
資
質
能
力
を
有

す
る
人
材
育
成
が
不
可
欠

で
あ
る
。
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
生
き
る
基
礎
と
な
る

個
性
や
創
造
性
を
伸
ば

し
、
そ
の
可
能
性
を
開
花

さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
思
う
が
、
町
の
勉
学

指
針
を
問
う
。

教
育
長
答
弁　

当
町
の
教

育
基
本
念
は
、「
教
育
は

多目的バス、里バスの
運営改善を
・乗り降りフリー区間等の改善。
・広告収入を図っては。

人
づ
く
り
、
人
づ
く
り
は

ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理

念
に
進
め
て
い
る
。

　

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

す
る
教
育
と
し
て
、
き
め

細
か
な
指
導
と
い
う
面
で

は
、
個
人
の
良
さ
を
確
認

し
、
認
め
る
こ
と
に
よ
り

子
ど
も
に
自
信
を
与
え
、

進
ん
で
活
動
や
学
習
な
ど

が
で
き
る
よ
う
育
て
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

　

学
習
面
で
は
、
算
数
・

数
学
や
英
語
は
２
人
体
制

で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る

Ｔ
Ｔ
指
導
の
導
入
、
さ
ら

に
は
能
力
別
に
習
熟
度
別

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、町
独
自
で
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
採
用

し
、
特
別
に
支
援
を
要
す

る
子
ど
も
の
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

　

今
後
も
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
を
、
ふ
る
さ
と

南
部
町
を
誇
り
に
思
い
、

郷
土
に
貢
献
で
き
る
よ
う

育
成
す
る
た
め
、
地
域
の

方
々
と
と
も
に
学
校
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

一　

般　

質　

問

町
の
学
校
教
育

に
つ
い
て

多目的バス・里バスのフリー乗降区間
（乗り降り自由）

多目的バス

なんぶ里バス

・二又線：古町温泉～二又間
・埖渡線：久保頭～北山間
・椛木線：椛木～羽黒間
・麦沢線：高橋第１～麦沢第３間

・チェリウス～チェリリン村間

・卯月沢～黒坂間

・鳥舌内、鳥谷地区の全域

工藤　幸子　議員
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
中
で
、
施
設
や

祭
り
を
初
め
と
し
た
イ
ベ

ン
ト
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

方
法
に
多
目
的
バ
ス
、
里

バ
ス
及
び
青
い
森
鉄
道
の

時
刻
表
を
掲
載
し
、
利
便

性
を
高
め
る
広
報
活
動
が

必
要
と
思
わ
れ
る
。
利
用

者
が
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
が
、
そ
の
多
く
は
通
院

ま
た
は
、
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス

の
利
用
者
と
な
っ
て
い
る

た
め
有
効
に
活
用
さ
れ
て

い
な
い
。

　

多
く
の
方
々
が
利
便
性

を
理
解
す
る
こ
と
で
、
利

用
者
の
増
加
を
さ
ら
に
図

れ
る
と
思
う
が
。

町
長
答
弁　

町
で
は
広
報

な
ど
を
通
じ
て
継
続
的

に
町
民
に
周
知
す
る
取
り

組
み
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

　

一
例
と
し
て
、
町
内
で

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
便

利
な
バ
ス
運
行
を
周
知
す

る
車
内
の
吊
り
広
告
の
掲

載
。
ま
た
、
多
目
的
バ
ス

と
里
バ
ス
共
通
の
一
日
フ

リ
ー
乗
車
券
の
販
売
を
今

後
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
町
内
に
は
青
い

森
鉄
道
の
駅
が
４
駅
あ

る
。
駅
舎
周
辺
の
商
店
街

の
活
性
化
も
含
め
、
青
い

森
鉄
道
と
連
携
を
し
た
取

り
組
み
を
協
議
し
な
が

ら
、
鉄
道
の
利
用
促
進
に

も
努
め
て
い
き
た
い
。

質　

問　

青
い
森
鉄
道
の

駅
舎
、
施
設
は
老
朽
化
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
苫
米
地
駅
及
び

剣
吉
駅
の
跨
線
橋
は
町
の

管
理
で
町
道
と
聞
い
て
い

る
が
、
特
に
苫
米
地
駅
の

跨
線
橋
は
傷
み
が
進
ん
で

い
る
。
改
修
計
画
は
あ
る

の
か
。

町
長
答
弁　

青
い
森
鉄
道

の
駅
舎
、
施
設
管
理
を

行
っ
て
い
る
県
の
青
い
森

鉄
道
対
策
室
で
は
、
現
時

点
で
改
修
計
画
は
予
定
し

て
い
な
い
が
、
適
正
な
施

設
の
維
持
管
理
に
努
め
て

い
く
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
町
と
し
て
も

必
要
に
応
じ
て
県
に
要
望

等
を
し
て
い
く
。

　

苫
米
地
駅
の
跨
線
橋

は
、
平
成
22
年
度
に
実
施

し
た
橋
梁
長
寿
命
化
修

繕
計
画
で
、
苫
米
地
駅
跨

線
橋
を
含
む
町
道
の
橋
梁

40
カ
所
の
点
検
を
実
施
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
補
修

が
必
要
と
の
点
検
結
果
を

受
け
、
平
成
25
年
度
に
修

繕
の
設
計
業
務
を
予
定
し

て
い
る
。

質　

問　

当
町
で
の
熱
中

症
患
者
数
は
ど
の
程
度

か
。

　

ま
た
、
他
町
村
で
は
冷

房
の
効
い
た
公
共
施
設
を

町
民
に
無
料
開
放
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今
夏

の
よ
う
な
暑
さ
で
は
、
節

電
と
い
っ
て
も
冷
房
の
使

用
を
控
え
る
わ
け
に
も
い

か
な
い
。
何
ら
か
の
対
策

が
必
要
で
は
。

町
長
答
弁　

町
内
の
熱
中

症
患
者
数
は
、
８
月
22
日

現
在
で
19
人
。
う
ち
、
消

防
署
の
救
急
搬
送
が
11

人
、
名
川
病
院
へ
の
直
接

受
診
が
８
人
、
発
症
し
た

19
人
の
う
ち
15
人
が
70
歳

以
上
だ
っ
た
。

　

対
策
で
は
、
高
齢
者
は

リ
ス
ク
が
高
い
こ
と
か

ら
、
保
健
師
が
熱
中
症
に

対
す
る
注
意
を
促
す
個
別

指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

冷
房
完
備
の
公
共
施
設

の
開
放
に
つ
い
て
は
、
今

季
は
節
電
に
よ
り
昨
年
度

同
様
に
冷
房
を
控
え
て
い

る
。
来
年
度
以
降
は
、
猛

暑
が
予
定
さ
れ
る
場
合
に

は
冷
房
を
稼
働
し
、
公
共

施
設
の
無
料
開
放
を
検
討

し
て
い
く
。

質　

問　

当
町
で
は
ど
の

よ
う
な
状
況
か
。
ま
た
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
。

教
育
長
答
弁　

い
じ
め
問

題
の
有
無
を
町
で
は
７
月

に
町
内
全
小
中
学
校
を
調

査
し
た
。
そ
の
結
果
、
あ

る
中
学
校
で
１
件
あ
っ

た
。
そ
れ
を
受
け
、早
速
、

学
校
関
係
者
、
生
徒
、
保

護
者
を
交
え
対
応
し
た
と

こ
ろ
、
今
で
は
そ
の
問
題

も
解
消
し
、
普
段
ど
お
り

の
学
校
生
活
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

い
じ
め
は
決
し
て
許
さ

れ
な
い
も
の
。
ど
の
学

校
で
も
い
じ
め
が
起
こ
り

得
る
問
題
と
し
て
学
校
教

育
関
係
者
す
べ
て
が
認
識

し
、
い
じ
め
の
兆
候
を
い

ち
早
く
把
握
し
な
が
ら
迅

速
に
対
応
す
る
必
要
が
あ

る
。
常
日
頃
か
ら
学
校
内

及
び
学
校
外
で
の
生
活
を

保
護
者
と
情
報
交
換
し
な

が
ら
子
ど
も
た
ち
を
見
届

け
、
い
じ
め
を
許
さ
な
い

学
校
づ
く
り
を
一
層
進
め

て
い
き
た
い
。

議会だより

公共交通機関の
利用率向上を

小
・
中
学
校
の

い
じ
め
対
策
は

熱
中
症
対
策
を

山田　賢司 　議員

老朽化が進む苫米地駅の跨線橋
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

町
内
会
ま
た
は

自
治
会
の
活
動
に
対
す
る

行
政
の
支
援
方
法
は
。

町
長
答
弁　

町
で
は
町
内

会
等
で
構
成
さ
れ
る
自

主
防
災
組
織
を
町
内
全
域

に
設
置
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
設
立
手
続
や
運
営
方

法
を
サ
ポ
ー
ト
、
ま
た
、

発
電
機
の
配
備
や
活
動
費

に
対
す
る
助
成
な
ど
を

図
っ
て
い
る
。

　

高
齢
者
支
援
で
は
、
地

図
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
要
援
護
者
台
帳
管
理

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
地

図
上
で
要
援
護
者
及
び
支

援
者
の
所
在
を
エ
リ
ア
的

に
把
握
し
な
が
ら
運
用
し

て
い
る
。

　

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯

も
年
々
増
加
し
、
見
守
り

や
災
害
時
の
援
護
が
必
要

な
方
な
ど
、
地
域
や
関
係

機
関
の
連
携
が
必
要
不
可

欠
な
こ
と
か
ら
、
情
報
の

共
有
化
を
図
っ
て
い
る
。

質　

問　

自
主
防
災
組
織

の
未
設
置
地
域
へ
の
対
応

は
。

町
長
答
弁　

現
在
24
の
自

主
防
災
組
織
が
設
置
さ

れ
、
世
帯
カ
バ
ー
率
は

51
・
６
㌫
で
あ
る
。
未
設

置
の
地
域
に
は
、
自
主
防

災
組
織
の
有
効
性
や
町
の

助
成
制
度
を
説
明
し
、
設

立
に
努
め
て
い
く
。

質　

問　

行
政
区
が
66

に
分
割
さ
れ
て
い
る
が
、

課
題
は
。

町
長
答
弁　

防
災
や
高
齢

者
支
援
等
に
は
、
こ
れ
ま

で
の
行
政
区
や
町
内
会
単

位
で
支
援
す
る
こ
と
の
よ

さ
は
生
か
し
、
新
た
に
自

主
防
災
組
織
の
設
立
へ
取

り
組
ん
で
い
る
。

質　

問　

現
在
、
消
防
団

が
32
分
団
で
構
成
し
て

い
る
が
、
検
討
課
題
は
。

町
長
答
弁　

社
会
情
勢
の

変
化
に
伴
い
、
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
が
生
じ
て
く
る

が
、
ま
ず
は
地
域
の
消
防

力
の
向
上
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
機
能

さ
せ
な
が
ら
、
32
個
分
団

体
制
の
統
合
等
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

質　

問　

町
職
員
の
免
許

所
持
者
の
管
理
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

職
員
採
用
試

験
申
し
込
み
時
に
資
格
・

免
許
の
有
無
を
把
握
し
て

い
る
。
ま
た
、
採
用
後
も

運
転
免
許
の
記
載
事
項
に

変
更
が
生
じ
た
職
員
は
届

け
出
て
い
る
。

質　

問　

公
用
車
の
運
転

業
務
者
の
固
定
化
は
。

町
長
答
弁　

大
型
バ
ス
、

町
長
車
、
消
防
指
令
車
な

ど
は
運
転
業
務
者
の
固
定

化
が
あ
る
が
、
公
用
車
は

免
許
証
を
持
つ
職
員
で
あ

れ
ば
ど
の
車
両
で
も
運
転

で
き
る
。
た
だ
し
、
新
規

採
用
職
員
は
、
採
用
後
１

年
間
は
公
用
車
の
運
転
を

認
め
て
い
な
い
。

質　

問　

運
転
管
理
者
セ

ン
タ
ー
等
を
利
用
し
て
、

Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
ま
た
は
記
録

証
明
書
等
を
取
得
し
て
管

理
し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

現
在
、
町
で

は
行
っ
て
い
な
い
。

質　

問　

青
森
県
で
は
、

災
害
発
生
時
に
孤
立
が
予

想
さ
れ
る
地
域
へ
の
防
災

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
県
か
ら
示
さ
れ
た
町

内
の
対
象
地
域
は
。

町
長
答
弁　

県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る

分
布
図
で
は
、
旧
名
川
地

区
の
南
地
区
と
旧
南
部
地

区
の
西
地
区
が
該
当
と
推

測
さ
れ
る
。
県
で
は
具
体

的
な
集
落
名
を
公
表
で
き

る
段
階
で
は
な
く
、
今
後

対
策
が
必
要
な
集
落
を
抽

出
し
、
対
応
を
検
討
し
て

い
き
た
い
。

質　

問　

孤
立
集
落
対
象

地
域
の
対
策
は
。

町
長
答
弁　

町
と
県
が
一

体
と
な
り
、
地
域
ご
と
に

検
証
し
具
体
的
な
集
落
の

特
定
や
孤
立
し
な
い
た
め

の
対
策
を
検
討
す
る
。

質　

問　

青
森
県
が
取
り

組
ん
で
い
る
政
策
を
進
め

る
上
で
町
政
の
課
題
と
対

策
は
。

町
長
答
弁　

場
合
に
よ
っ

て
は
町
独
自
の
対
策
を
取

る
こ
と
も
必
要
。

　

今
年
度
は
そ
の
取
り
組

み
と
し
て
、
旧
鳥
谷
小

学
校
を
解
体
し
、
跡
地
を

防
災
広
場
と
し
て
整
備
す

る
。ま
た
、ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
発
着
場
の
可
能
性
も
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。

防
災
・
高
齢
者

支
援
に
町
内
会

及
び
自
治
会
が

果
た
す
役
割

町
職
員
の
運
転

免
許
所
持
者
に

対
す
る
管
理
方

法
は

災
害
時
に
よ
る

孤
立
集
落
へ
の

対
策

中舘　文雄　議員

８月５日に行った防災訓練
（自主防災会等による土のう積み訓練）
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

全
国
の
介
護
保

険
の
認
定
者
は
５
０
０
万

人
を
超
え
、
利
用
者
負
担
を

含
め
た
総
費
用
は
９
兆
円

に
迫
る
。こ
の
ま
ま
で
は
、

次
の
制
度
改
正
と
な
る
２ 

０
１
５
年
度
に
向
け
、
制
度

持
続
の
た
め
に
は
給
付
と

負
担
の
あ
り
方
は
見
直
す

必
要
に
迫
ら
れ
る
。

　

介
護
保
険
制
度
開
始
時

か
ら
現
在
ま
で
の
次
の
４

点
に
つ
い
て
町
の
推
移
を

問
う
。
①
被
保
険
者
数
と

負
担
金
②
認
定
を
受
け
た

利
用
者
数
と
介
護
の
必
要

度
合
い
を
示
す
要
介
護
度

別
の
利
用
者
数
③
介
護
事

業
者
と
介
護
従
事
者
数
④

当
町
の
介
護
事
業
の
総
費

用
。

町
長
答
弁　

①
介
護
保
険

制
度
開
始
の
平
成
12
年
度

の
65
歳
以
上
、
第
１
号
被

保
険
者
数
は
５
千
５
９
６

人
、
保
険
給
付
費
は

11
億
７
千
８
０
０
万
円

程
度
、
介
護
保
険
料
は

基
準
月
額
３
千
４
０
０

円
程
度
。
平
成
23
年
度
で

は
、
第
１
号
被
保
険
者
数

は
６
千
２
４
１
人
、
保
険

給
付
費
は
20
億
５
千
万
円

程
度
、
介
護
保
険
料
は
基

準
月
額
４
千
９
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。
②
平
成
12

年
度
は
７
２
３
人
、
平
成

23
年
度
は
１
千
１
０
９
人

と
な
っ
て
い
る
。
要
介
護

度
別
の
内
訳
は
、
要
支
援

１
は
39
人
、
要
支
援
２
は

１
０
２
人
、
要
介
護
１
は

１
８
６
人
、
要
介
護
２
は

２
５
１
人
、
要
介
護
３
は

１
８
２
人
、
要
介
護
４
は

１
５
３
人
、
要
介
護
５
は

１
９
６
人
と
な
っ
て
い

る
。
③
平
成
12
年
度
の
事

業
者
数
は
６
カ
所
、
従

事
者
１
４
７
人
。
平
成
23

年
度
の
事
業
者
数
は
31
カ

所
、
従
事
者
は
５
３
５
人

と
な
っ
て
い
る
。
④
介
護

保
険
特
別
会
計
の
支
出
額

で
は
、
平
成
12
年
度
は
約

12
億
５
千
万
円
、
平
成
23

年
度
は
約
22
億
２
千
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

質　

問　

今
後
、
町
内
の

介
護
保
険
の
見
通
し
と

課
題
に
つ
い
て
次
の
４
点

を
問
う
。
①
町
内
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
推
移

②
介
護
従
事
者
の
必
要
者

数
の
推
移
③
町
民
の
保
険

料
負
担
見
込
額
④
現
行
制

度
の
課
題
と
今
後
予
測
さ

れ
る
制
度
の
見
直
し
に
伴

う
課
題
。

町
長
答
弁　

①
現
在
は
第

１
号
被
保
険
者
数
の
約

17
・
８
㌫
、
１
千
１
２
２

人
が
認
定
を
受
け
、
約
99

㌫
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

て
い
る
。
②
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
数
及
び

介
護
従
事
者
数
は
伸
び
て

い
く
と
推
測
す
る
。
③
現

在
の
第
５
期
計
画
で
は
、

第
１
号
被
保
険
者
の
負
担

割
合
は
21
㌫
で
あ
る
が
、

３
年
計
画
ご
と
に
１
㌫
ず

つ
伸
び
て
き
て
い
る
現
状

を
踏
ま
え
、
次
期
計
画
で

は
22
㌫
と
予
想
さ
れ
、
給

付
費
の
増
加
分
が
保
険
料

に
反
映
さ
れ
て
い
く
。
④

課
題
は
、
高
齢
化
が
急
速

に
進
展
す
る
中
、
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
を
図
り
給

付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を

確
保
し
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。
社
会
保
障
・
税
一
体

改
革
に
お
け
る
介
護
分
野

で
の
制
度
見
直
し
に
関
す

る
議
論
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
た
い
。

質　

問　

今
後
、
65
歳
以

上
の
高
齢
者
比
率
が
40
㌫

近
く
ま
で
上
昇
し
た
場

合
、
保
険
料
を
負
担
し
て

い
る
被
保
険
者
が
家
計
を

や
り
く
り
し
て
負
担
に
耐

え
ら
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
利
用
者
が
大
幅

に
増
加
し
た
場
合
、
介
護

従
事
者
が
必
要
な
だ
け
見

込
め
る
の
か
。

町
長
答
弁　

国
で
は
社
会

保
障
・
税
一
体
改
革
の
も

と
で
議
論
さ
れ
、
そ
の
中

で
、
第
１
号
被
保
険
者
保

険
料
の
低
所
得
者
保
険
料

軽
減
強
化
等
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
中
で
対
応

し
て
い
く
こ
と
に
な
る
と

思
う
。

　

介
護
従
事
者
が
必
要
な

分
だ
け
見
込
め
る
か
と

い
う
点
で
は
、
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

に
よ
る
当
町
の
高
齢
者
人

口
推
計
か
ら
従
事
者
数
を

推
計
す
る
と
、
平
成
23
年

度
の
５
３
５
人
、
平
成
37

年
度
に
は
６
３
８
人
の
従

事
者
が
必
要
と
推
計
さ
れ

る
。
事
業
所
の
協
力
に
も

よ
る
が
、
不
可
能
な
数
字

で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

質　

問　

旧
名
川
町
で

は
、
集
落
単
位
の
共
同
防

除
組
合
組
織
に
対
し
て
補

助
事
業
で
購
入
し
た
ス

ピ
ー
ド
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
、

草
刈
り
機
械
が
更
新
時
期

に
き
て
い
る
。
し
か
し
、

営
農
が
厳
し
い
た
め
助
成

を
検
討
で
き
な
い
か
。

町
長
答
弁　

当
時
は
、
県

の
補
助
事
業
で
購
入
し
た

も
の
で
あ
る
。
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
国
、
県
に

働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

議会だより

農
業
機
械
更
新

費
用
の
助
成
を

介護保険の現状と制
度改正（2015年度）
以後の見通しと対応

根市　勲　議員
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

公
的
医
療
は
公

共
性
を
持
つ
こ
と
か
ら

消
費
税
非
課
税
と
し
、
医

療
機
関
は
患
者
か
ら
保
険

診
療
分
の
消
費
税
は
受
け

取
っ
て
い
な
い
。し
か
し
、

病
院
で
は
医
療
材
料
、
医

療
機
器
な
ど
の
仕
入
れ
に

消
費
税
が
か
か
る
。
そ
の

負
担
分
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。
町
立
名
川
病
院

を
例
に
見
解
を
問
う
。

町
長
答
弁　

医
薬
品
や
材

料
費
な
ど
の
仕
入
れ
に
係

る
消
費
税
は
全
額
控
除
で

き
ず
、
雑
損
失
と
し
て
処

理
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

名
川
病
院
の
場
合
、
雑

損
失
は
平
成
21
年
度
で 

約
１
千
２
２
５
万
円
、
平 

成
22
年
度
で
約
１
千
２ 

４
１
万
円
。
仮
に
消
費
税 

が
10
㌫
に
な
っ
た
場
合
、

雑
損
失
額
は
約
２
千
５
０ 

０
万
円
に
倍
増
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

質　

問　

病
院
経
営
に
は

消
費
税
な
し
に
す
る
ゼ
ロ

税
率
を
関
係
機
関
に
訴
え

る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

自
治
体
病
院

を
開
設
し
て
い
る
首
長
で

組
織
す
る
全
国
自
治
体
病

院
開
設
者
協
議
会
と
全
国

自
治
体
病
院
協
議
会
の
連

名
に
よ
り
、
今
年
５
月
に

社
会
保
険
診
療
報
酬
に
係

る
消
費
税
制
度
の
あ
り
方

を
早
期
に
改
め
る
よ
う
、

国
及
び
関
係
省
庁
へ
要
望

し
て
い
る
。

質　

問　

町
単
独
事
業
で

実
施
し
て
い
る
中
学
卒

業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

を
、
国
の
事
業
と
し
て
予

算
化
を
訴
え
る
考
え
は
。

町
長
答
弁　

県
内
市
町
村

に
お
け
る
医
療
費
給
付
制

度
の
動
向
を
確
認
し
、
県

で
実
施
し
て
い
る
補
助
事

業
制
度
を
拡
充
す
る
要
望

を
関
係
機
関
と
検
討
、
協

議
し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

ど
の
よ
う
な
効

果
を
期
待
し
て
の
事
業

か
。
ま
た
目
的
は
。

教
育
長
答
弁　

国
際
的
な

視
野
に
立
っ
て
行
動
で
き

る
人
材
の
育
成
を
目
的
に

し
て
い
る
。
ま
た
、
訪
問

国
の
歴
史
や
文
化
、
産
業

な
ど
を
視
察
す
る
と
と
も

に
、
外
国
語
の
習
得
や
国

際
感
覚
の
涵
養
を
図
る
内

容
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
訪
問
国
の

一
般
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
す
る
中
で
生
き
た
英
会

話
を
試
す
こ
と
で
、
英
語

力
向
上
や
自
立
の
心
を
養

い
、
日
々
の
学
習
意
欲
を

向
上
さ
せ
る
こ
と
に
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。

質　

問　

選
ば
れ
た
生
徒

の
気
持
ち
や
心
構
え
、
事

前
研
修
及
び
事
後
研
修
の

内
容
と
姿
勢
は
。

教
育
長
答
弁　

研
修
生
に

決
定
す
る
と
、
事
前
学

習
と
し
て
外
国
語
指
導
助

手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
指
導
を

受
け
英
会
話
の
勉
強
、
訪

問
国
の
歴
史
、
文
化
な
ど

の
学
習
を
５
回
行
っ
て
い

る
。
帰
国
後
は
、
事
後
学

習
会
を
３
回
行
い
、
研
修

で
の
反
省
や
訪
問
し
た
成

果
を
ま
と
め
た
報
告
会
を

実
施
し
て
い
る
。
選
ば
れ

た
生
徒
た
ち
は
、
責
任
感

や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自

覚
を
持
っ
て
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

質　

問　

研
修
生
の
選
考

基
準
や
方
法
、
人
選
を
行

う
選
考
委
員
と
は
。

教
育
長
答
弁　

選
考
基
準

と
方
法
は
、
選
考
に
関
す

る
要
項
を
決
め
て
い
る
。

選
考
項
目
は
、
参
加
を
希

望
す
る
理
由
の
作
文
、
学

校
で
の
生
活
全
般
と
生
活

習
慣
、
協
調
性
、
積
極
性

な
ど
の
項
目
を
総
合
し
た

調
査
書
、
外
国
語
指
導
助

手
に
よ
る
英
会
話
試
験
及

び
英
作
文
を
行
い
、
学
校

長
が
点
数
化
し
て
総
合
的

に
判
断
し
推
薦
す
る
。

　

ま
た
、
選
考
委
員
は
校

長
、
引
率
教
諭
、
外
国
語

指
導
助
手
、
教
育
委
員
会

で
は
教
育
長
と
学
務
課
長

と
な
っ
て
い
る
。

質　

問　

不
明
瞭
な
人
選

で
納
得
で
き
な
い
と
い
う

声
が
上
が
っ
て
い
る
。
要

項
ど
お
り
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。
研
修
生
の
決
定
に

疑
問
の
声
が
あ
る
が
。

教
育
長
答
弁　

各
生
徒
の

点
数
を
す
べ
て
公
開
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
選
考

に
関
す
る
要
項
の
内
容
を

保
護
者
へ
周
知
し
て
総
合

的
に
判
断
し
て
い
る
。
厳

正
に
選
考
し
て
い
る
の

で
、
理
解
い
た
だ
く
よ
う

努
め
て
い
く
。

中
学
生
海
外
派

遣
事
業
（
ハ
ワ

イ
）
に
お
け
る

人
選
の
あ
り
方

病
院
経
営
に
お

け
る
消
費
税
の

取
り
扱
い

国
の
事
業
と
し

て
子
ど
も
の
医

療
費
無
料
化
を

立花　寛子　議員

平成 24 年度は、町内 33 人の中学生が海外派遣
研修に参加した。
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

町
村
合
併
時
６ 

５
０
以
上
の
会
員
数
を
抱

え
て
い
た
商
工
会
員
も
現

在
は
５
０
０
を
割
っ
た
と

聞
い
て
い
る
。
町
内
の
商

業
者
数
と
従
事
者
数
の
推

移
は
。

町
長
答
弁　

商
工
会
の
資

料
に
よ
る
と
、
合
併
当
初

平
成
18
年
の
町
内
商
工
業

者
数
は
６
９
１
事
業
所
、

従
業
員
数
９
９
６
人
、
平

成
24
年
度
で
は
６
３
７

事
業
所
、
５
５
０
人
と
減

少
し
て
い
る
。

質　

問　

消
費
、
支
出
を

極
力
町
内
で
受
け
と
め

る
に
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
的
な
複
合
商
業
施

設
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
施
設
が
町
内

業
者
に
よ
る
共
同
店
舗
の

場
合
と
、
大
手
商
業
資
本

の
立
地
に
よ
る
場
合
の
具

体
的
な
課
題
と
町
の
対
応

策
は
。

町
長
答
弁　

地
元
商
業
者

に
よ
る
共
同
店
舗
的
な

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が

理
想
で
あ
る
。
地
元
商
店

が
同
じ
場
所
で
商
売
す
る

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
地
元
商

店
が
生
き
残
り
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る
。

　

大
手
商
業
資
本
の
立
地

に
な
る
と
郊
外
型
が
予
想

さ
れ
、
地
域
居
住
人
口
か

ら
見
て
難
し
い
。
ま
た
、

大
型
店
の
立
地
が
多
い
八

戸
市
に
当
町
が
近
い
と
い

う
地
域
性
か
ら
厳
し
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

仮
に
大
型
店
が
進
出
す

る
と
、
地
元
商
店
街
が
苦

し
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ

る
。
町
と
し
て
は
共
同
商

業
施
設
を
目
標
に
、
商
店

会
の
自
主
的
な
組
合
組
織

等
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

き
た
い
。

質　

問　

町
内
の
建
設
業

者
及
び
建
設
関
連
業
者
、

工
業
及
び
運
輸
、
サ
ー
ビ 

ス
業
の
業
者
数
の
推
移
は
。

町
長
答
弁　

町
内
の
建
設

業
者
数
は
、
平
成
18
年
は

56
社
、平
成
24
年
は
47
社
。

建
設
関
連
業
者
数
で
は
、

平
成
18
年
は
１
１
４
社
、

平
成
24
年
は
91
社
と
減
少

し
て
い
る
。

　

工
業
で
は
、
平
成
18
年

度
は
42
事
業
所
、
平
成

21
年
度
は
32
事
業
所
と

な
っ
て
い
る
。
運
輸
業
で

は
、
平
成
18
年
は
11
社
、

平
成
24
年
は
10
社
。
サ
ー

ビ
ス
業
で
は
、
平
成
18
年

は
４
１
８
社
、
平
成
24
年

で
は
３
３
２
社
と
各
業
種

と
も
減
少
傾
向
で
あ
る
。

質　

問　

工
場
や
複
合
的

な
商
業
施
設
に
し
て
も
、

立
地
す
る
場
合
の
各
種
制

約
や
規
制
の
解
除
等
に

相
当
時
間
が
か
か
る
と
思

わ
れ
る
。
事
前
に
町
の
対

応
策
と
し
て
地
域
を
指
定

し
、
規
制
の
撤
廃
や
手
続

の
簡
素
化
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
。

町
長
答
弁　

現
在
、
町
の

総
合
振
興
計
画
後
期
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

土
地
利
用
計
画
地
域
が
絞

り
込
ま
れ
た
ら
、
解
除
の

検
討
も
し
て
い
き
た
い
。

質　

問　

町
内
の
国
道
、

県
道
、
広
域
農
道
沿
い
に

は
工
場
や
大
型
商
業
施
設

の
立
地
に
適
し
た
山
林
、

原
野
、
遊
休
農
地
が
見
受

け
ら
れ
る
。
昨
年
の
洪
水

被
害
対
策
と
し
て
、
今
年

か
ら
４
年
間
で
馬
淵
川
河

川
改
修
に
よ
り
相
当
量
の

掘
削
し
た
土
砂
が
出
て
く

る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
、

耕
作
放
棄
地
や
適
地
を
地

権
者
か
ら
確
認
し
て
、
埋

め
立
て
て
活
用
す
る
よ
う

な
施
策
を
検
討
し
て
は
。

雇
用
の
創
出
と
税
収
向
上

策
と
し
て
効
果
が
期
待
で

き
る
と
思
う
が
。

町
長
答
弁　

土
地
の
有
効

利
用
と
し
て
期
待
で
き
る

と
思
う
が
、
今
回
の
河
川

工
事
か
ら
発
生
す
る
土
量

は
４
年
分
す
べ
て
処
分
先

が
決
ま
っ
て
お
り
、
今
後

の
工
事
状
況
に
よ
っ
て
検

討
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

企
業
誘
致
で
は
、
製
造

業
に
は
非
常
に
厳
し
い
。

製
造
業
以
外
の
業
種
で
も

雇
用
が
生
ま
れ
る
よ
う
な

会
社
立
地
に
向
け
、
情
報

収
集
や
会
社
訪
問
は
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な

分
野
で
の
土
地
有
効
活
用

の
話
が
あ
れ
ば
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く
。

質　

問　

役
場
で
行
う
事

業
の
中
で
、
商
工
会
や
民

間
事
業
者
に
委
託
可
能
な

事
業
は
民
間
に
委
譲
す
べ

き
。そ
う
い
う
観
点
か
ら
、

町
職
員
の
定
数
削
減
と
民

間
活
力
を
生
か
す
施
策
、

事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の

が
考
え
ら
れ
る
か
。

町
長
答
弁　

役
場
業
務
の

民
間
活
力
の
活
用
は
、
こ

れ
ま
で
南
部
町
集
中
改
革

プ
ラ
ン
及
び
南
部
町
行
政

改
革
大
綱
実
施
計
画
に
基

づ
き
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
民
間
委
託
が
考

え
ら
れ
る
業
務
は
、
チ
ェ

リ
ウ
ス
、チ
ェ
リ
リ
ン
村
、

長
谷
ぼ
た
ん
園
な
ど
が
あ

る
。
し
か
し
、
経
費
的
に

は
民
間
委
託
に
よ
っ
て
逆

に
委
託
料
が
高
く
な
る
の

で
あ
れ
ば
民
間
委
託
の
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
。

　

そ
し
て
、
保
育
園
の
民

間
委
託
の
検
討
も
ま
だ
最

終
的
な
結
論
に
な
っ
て
い

な
い
。
内
容
を
見
き
わ
め

て
考
え
て
い
く
。

　

各
種
業
務
の
民
間
委
託

は
、
財
政
上
の
有
利
性
だ

け
で
は
な
く
、
業
務
が
民

間
へ
委
託
可
能
か
、
効
果

が
期
待
で
き
る
の
か
検
討

を
重
ね
、
引
き
続
き
推
進

し
て
い
き
た
い
。

議会だより

南部町の商工業
界の現状と将来
の展望

工藤　久夫　議員
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　◉　一　般　質　問
質　

問　

旧
名
川
地
区
は
、

比
較
的
自
殺
が
多
い
地
区

で
あ
っ
た
。
当
時
、
う
つ

病
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

訪
問
診
察
、
心
理
的
剖
検
、

心
の
癒
や
し
電
話
の
開
設

な
ど
、
活
動
を
開
始
し
た

記
憶
が
あ
る
。
町
村
合
併

後
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て

い
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
継
続
し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

自
殺
予
防
対

策
は
、
国
庫
補
助
事
業
の

自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、

心
の
健
康
づ
く
り
事
業
を

行
っ
て
お
り
、
内
容
と
し

て
は
心
の
健
康
相
談
、
無

料
法
律
相
談
、
心
の
電

話
・
メ
ー
ル
相
談
、
心
の

健
康
教
育
、
普
及
啓
発
チ

ラ
シ
作
成
等
の
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

質　

問　

自
殺
予
防
対
策

に
臨
む
組
織
構
成
を
問

う
。

町
長
答
弁　

自
殺
予
防
に

限
っ
た
組
織
で
は
な
い

が
、
事
業
内
容
は
健
康
福

祉
推
進
協
議
会
で
報
告

し
、
助
言
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
ま
た
、
個
別
ケ
ー

ス
で
は
医
療
機
関
、
保
健

所
等
と
連
携
を
図
り
対
応

し
て
い
る
。

質　

問　

自
殺
に
至
る
と

思
わ
れ
る
対
象
者
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
は
ど
の
よ
う

な
方
法
か
。

　

ま
た
、
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
の
対
象
者
に
対
し
て
は

ど
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
用
意
し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
は
、
心
の
健
康
診
断

と
し
て
毎
年
重
点
地
区
を

定
め
、
問
診
票
に
よ
る
一

次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
し
て
い
る
。
う
つ
病
の

可
能
性
が
あ
る
人
を
早
期

に
発
見
し
、
個
別
相
談
や

受
診
勧
奨
、
治
療
介
入
の

支
援
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
。

　

一
次
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

の
陽
性
者
に
対
し
て
は
、

保
健
師
、
精
神
保
健
福
祉

士
が
電
話
に
よ
る
二
次
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
精
神
科
医

と
の
相
談
や
家
庭
訪
問
も

実
施
し
て
い
る
。

質　

問　

自
殺
の
可
能
性

の
あ
る
対
象
者
が
そ
の
よ

う
な
状
態
に
至
る
原
因
や

プ
ロ
セ
ス
を
ど
の
よ
う
に

認
識
し
、
予
防
策
に
反
映

し
て
い
る
の
か
。

町
長
答
弁　

自
殺
の
社
会

的
要
因
と
し
て
失
業
、
倒

産
、
多
重
債
務
問
題
等
の

経
済
的
な
問
題
。
身
体
的

要
因
と
し
て
は
精
神
疾
患

等
が
考
え
ら
れ
る
。
社
会

的
要
因
の
解
決
に
は
一
人

で
悩
ま
ず
、
町
で
は
、
弁

護
士
や
司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
を
行
っ
て

い
る
の
で
早
目
に
相
談
を

受
け
、
早
期
に
解
決
し
て

い
く
こ
と
。
ま
た
、
身
体

的
要
因
で
は
、
精
神
科
医

及
び
保
健
師
に
よ
る
心
の

健
康
相
談
等
を
行
っ
て
い

る
。
精
神
疾
患
等
の
早
期

発
見
、
治
療
を
し
て
い
く

こ
と
が
自
殺
予
防
に
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

質　

問　

旧
名
川
町
時
代

か
ら
も
含
め
、
今
日
に
至

る
ま
で
の
施
策
の
効
果
を

ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

る
の
か
。

町
長
答
弁　

継
続
し
た
予

防
対
策
を
実
施
し
て
き

た
も
の
の
、
そ
の
効
果
は

評
価
が
難
し
い
状
況
で
あ

る
。
当
町
は
、
全
国
及
び

県
の
自
殺
率
と
比
較
し
て

も
そ
の
数
値
を
上
回
っ
て

お
り
、
年
代
別
、
性
別
で

は
壮
年
期
男
性
の
自
殺
者

数
が
多
い
。
高
齢
者
に
は

一
定
の
効
果
が
出
始
め

て
い
る
が
、
65
歳
未
満
の

自
殺
が
発
生
し
て
い
る
状

況
。
心
に
悩
み
を
抱
え
た

人
が
気
軽
に
相
談
で
き
る

場
の
確
保
に
重
点
を
置

き
、
対
策
に
努
め
て
い
き

た
い
。

健
康
福
祉
課
長
答
弁　

こ

れ
ま
で
の
自
殺
者
を
分
析

し
た
結
果
で
は
高
齢
者
の

死
亡
が
多
か
っ
た
が
、
家

庭
内
で
の
孤
立
化
も
要

因
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

る
。

町
の
自
殺
予
防

対
策
は

川守田　稔　議員
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　◉  主な議案（第 45回・47 回臨時会）

　

昨
年
の
震
災
・
台
風
被
害

が
夢
の
よ
う
な
秋
晴
れ
の
収

穫
の
季
節
が
や
っ
て
き
て
い

ま
す
。
今
年
は
お
米
も
豊
作

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て

安
心
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ

の
一
方
で
被
災
さ
れ
た
方
々

は
先
の
希
望
も
持
て
ず
、
も

が
い
て
お
ら
れ
る
現
実
が
あ

り
ま
す
。
私
た
ち
は
こ
の
こ

と
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
継

続
し
た
支
援
を
余
計
に
感
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
実

り
の
秋
に
そ
う
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
今
の
政
治
を
見

て
、
国
民
の
声
が
届
か
な
い

と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
誰
も
が

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
地

方
議
員
も
住
民
の
声
を
行
政

に
充
分
伝
え
ら
れ
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
議
会
で
の
議
論

が
皆
様
に
わ
か
り
や
す
く
お

伝
え
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
意
見
等
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
ご
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

副
委
員
長　

夏
堀　

文
孝

編　

集　

後　

記

　◉  常任委員会   所管事務調査報告
　

産
業
建
設
常
任
委
員
（
川
守
田
稔
委
員

長
）
は
、
青
森
県
が
馬
淵
川
床
上
浸
水
対
策

特
別
緊
急
事
業
と
し
て
進
め
て
い
る
河
道
掘

削
の
進
ち
ょ
く
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
で
河
道
掘
削
工
事
が
行
わ
れ

た
古
牧
橋
付
近
（
大
向
）、
剣
吉
橋
付
近
な

ど
の
現
場
状
況
を
視
察
し
、
今
後
の
計
画
や

事
業
の
効
果
に
つ
い
て
担
当
職
員
か
ら
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

■
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
２
台

の
購
入
契
約

▽
契
約
金
額　

３
千
５
２
５

万
９
千
円
（
税
込
）

▽
契
約
先　

互
光
産
業
株
式

会
社
（
八
戸
市
）

▽
予
定
価
格　

３
千
４
２
８

万
７
０
０
円
（
税
抜
）

▽
落
札
率　

97
・
96
㌫

※
老
朽
化
に
お
け
る
更
新
に

よ
り
、名
川
第
１
分
団
（
上

名
久
井
）
及
び
南
部
第
４

分
団
（
門
前
）
に
配
備
。

■
発
電
機
50
台
の
購
入
契

約
▽
契
約
金
額　

８
８
４
万
６

千
２
５
０
円
（
税
込
）

▽
契
約
先　

株
式
会
社
宮
本

農
機
（
剣
吉
）

▽
予
定
価
格　

１
千
25
万
円

（
税
抜
）

▽
落
札
率　

82
・
20
㌫

※
町
内
各
消
防
団
及
び
各
自

主
防
災
組
織
等
に
配
備
す

る
。

■
除
雪
ド
ー
ザ
１
台
の
購
入

契
約

▽
契
約
金
額　

１
千
34
万
２

千
５
０
０
円
（
税
込
）

▽
契
約
先　

コ
マ
ツ
建
機
販

売
株
式
会
社
東
北
カ
ン
パ

ニ
ー
八
戸
支
店
（
八
戸

市
）

▽
予
定
価
格　

１
千
６
３
１

万
円
（
税
抜
）

▽
落
札
率　

60
・
39
㌫

■
平
成
24
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
及

び
平
成
24
年
度
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

▽
平
成
25
年
度
に
完
成
予

定
の
（
仮
称
）
医
療
・
健

康
セ
ン
タ
ー
（
名
川
中
学

校
隣
り
）
の
う
ち
、
健
康

セ
ン
タ
ー
部
分
に
係
る
建

設
事
業
費
に
つ
い
て
国
か

ら
の
補
助
金
を
受
け
る
。

こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

健
康
セ
ン
タ
ー
建
設
に
係

る
２
億
２
千
30
万
円
を

一
般
会
計
か
ら
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
に
組
み
替

え
る
補
正
予
算
案
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

主
な
議
案

馬
淵
川
に
お
け
る
河
道
掘
削
工
事
の

進
ち
ょ
く
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。

第
５
回
産
業
建
設
常
任
委
員
会

（
８
月
１
日
）

議会だより

（仮称）医療・健
康センター建設
に係る補正予算
を可決

　

第
45
回
臨
時
会
に
は
、
財
産
の
取
得
な
ど
が

上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

第
47
回
南
部
町
議
会

臨
時
会　

10
月
２
日

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
、
発

電
機
及
び
除
雪
ド
ー
ザ
を

購
入
第
45
回
南
部
町
議
会
臨
時
会  

７
月
26
日

契　

約

河道掘削工事現場（古牧橋付近）を視察し、担当職員から
説明を受けている委員



20
人
で
フ
ラ
フ
ー
プ
を
く
ぐ
り
抜
け
る
み
ん
な
の
輪

自
慢
の
脚
力
で
縄
を
跳
び
越
え
た
障
害
物

レ
ー
ス

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
の
ア
ン
カ
ー
は
５
人
の
気
持

ち
を
ひ
と
つ
に
ム
カ
デ
競
走

ゲートボールリレーは 20 ｍ
先の缶を目がけて一直線

ラグビーボールの行き先
は不明。きまぐれボール

家族の絆で息ピッタリ。親子リレー

トップの入れ替わりが激しかったリレー ナイスイン。背負いかごレース

　

秋
晴
れ
の
下
、
南
部
町
民
運
動
会
が
10
月
７
日
、
３
年
ぶ
り
に
開
催
。
南
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
集
ま
っ
た
18
チ
ー
ム
約
１
８
０
０
人
が
、
14
種
目
で
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

　

ピ
ス
ト
ル
の
号
砲
と
と
も
に
、
ど
の
種
目
も
白
熱
し
た
展
開
。
選
手
の
全
力
プ
レ
ー
に
応
援
席

か
ら
は
、
熱
い
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

結
果
は
、
５
種
目
で
１
位
を
獲
得
し
た
杉
沢
チ
ー
ム
が
優
勝
し
、
見
事
３
連
覇
を
果
た
し
ま
し

た
。
運
動
会
前
日
ま
で
練
習
に
汗
を
流
し
た
杉
沢
チ
ー
ム
。
作
戦
を
練
り
な
が
ら
団
結
力
を
強
め
、

本
番
で
も
力
を
発
揮
し
、
２
位
と
は
20
点
近
く
の
差
を
つ
け
て
圧
勝
で
し
た
。
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広報なんぶちょう

見
事
、
杉
沢
チ
ー
ム
３
連
覇

第
６
回
南
部
町
民
運
動
会


